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ご 挨 拶 



医工連携に精通したハイブリッド医療人養成への一層の期待 

 

長崎大学大学院医歯薬学総合研究科長 尾野村 治 

 

 現代の高度化した内視鏡手術や移植、再生医療等の医療技術は、

さまざまな先端技術や医療機器の進歩によって支えられています。

社会は更なる医療技術の発展を求めていますが、それにはソフトと

しての医療ニーズとハードとしての工学シーズの適切なマッチング

が欠かせません。現状そのようなマッチングを成功に導けるハイブ

リッド医療人は多くなく、その養成が強く求められています。これ

までは医療ニーズを理解し具現化できる工学研究者、工学的シーズを取り込み医療ものづ

くりへ展開できる医療人が医療技術発展に貢献してきましたが、このような人材の養成は

主に医療機器メーカーや医療の現場で、必要に応じてオンザジョブトレーニングで行われ

てきました。 

 一方、平成25年10月にスタートしたハイブリッド医療人養成事業においては、大学自ら

が医工連携に精通した「医療現場にイノベーションを起こせる」人材を養成し、世の中に

輩出することを目的としています。そのために医工双方に魅力的な学部教育、大学院教

育、地域社会との連携の構築し、医工双方のキャリア形成に有利な教育プログラムを確立

してきました。 

 小職は11月に研究科長を拝命し、本事業に係わったのは11月9日に開催された第４回

「医工の絆」ハイブリッド医療人養成コースシンポジウム2017が最初でしたが、工学出身

であることもあり医工連携のプロジェクトの進展を楽しみに聞かせていただきました。こ

こでは、医工双方出身の大学院生がその研究成果の一端を堂々と披露いたしましたが、個

人の思考のベースとなる医学単独や工学単独とは異なる視点からものづくりを学んだシナ

ジー効果が随所に見受けられました。その成果ならびに人材養成は、それぞれの部局で単

独に学んでいては決して達成できなかった、と感じました。また、このシンポジウムでは

大学関係者に加え地域医療関係者のご発表もありましたが、本事業は大学関係者だけでな

く地域医療人や企業関係者のハイブリッド医療人マインドを刺激し、潜在化していた地域

の活力を掘り起こすことにも効果が波及しているように思いました。このようにこの医工

連携事業では一貫して、異なる視点からのものづくりを学ぶことの意義や新しい発想を生

む効果に期待し、ハイブリッド医療人の養成につなげてきました。 

 本事業は最終年度を迎えましたが、当初期待した「ハイブリッド医療人養成」に向けて着

実に歩を進めることができてたと自負しております。ここに本事業の準備・運営に携わった

皆様、学生・大学院生のご努力に心より敬意を表すとともに、今後も本事業を継続的に発展

させるために関係者の皆様に於かれましては一層のご協力・ご支援をお願いいたします。 

 



優れたハイブリッド医療人が養成されることを期待し、努力します 

 

長崎大学大学院工学研究科長 清水 康博 

 

平成 25年に文部科学省未来医療研究人材養成拠点形成事業（Ａ）

として採択されました『「医工の絆」ハイブリッド医療人養成コース

～出島マインドで医療ものづくり～』が、平成 29 年度入学生の受

け入れをもって無事終了します。本事業の遂行に携わられ、医工連

携に精通したハイブリッド医療人の養成に多大のご尽力をいただき

ました関係の教職員の皆さまに厚くお礼申し上げます。また、在学

中の学生の皆さんが、教員による教育・研究指導、関係機関との連

携、さらに自身の努力の成果として、ハイブリッド医療人として大きく成長されることを期

待しています。 

なお、平成 30年度以降は医歯薬学総合研究科内に博士課程の正規コースとしてハイブリ

ッド医療人養成コースが継続され、同様の人材養成プログラムが実施される予定です。さら

に、これまで本事業を遂行してきた、ハイブリッド医療人養成協議会、ハイブリッド医療人

養成センターおよびハイブリッド医療人地域交流促進室が再構築されて、今後の正規コー

スの運営およびその教育プログラムの開発、技術の移転や実用化等の支援が行なわれる予

定です。工学研究科も医歯薬学総合研究科とこれまで通り協調して、新実施体制によるコー

スの教育プログラムを円滑に実施していきます。 

これらの新体制で、医療分野でイノベーションを起し、地域創成にも貢献できるハイブリ

ッド医療人の養成が、さらに促進されることを期待しています。 

 



未来医療研究人材養成拠点形成事業最終年度にあたって 

 

長崎大学医学部長、ハイブリッド医療人養成センター長 永安 武 

 

2013年8月に文部科学省の未来医療研究人材養成拠点形成事業テーマA

「メディカル・イノベーション推進人材の養成」に“「医工の絆」ハイブ

リッド医療人養成コース ～出島マインドで医療ものづくり～” が採

択され、同年10月にスタートしてから5年目の最終年度を迎えました。 

このプログラムでは、医療ものづくりのあらゆる段階で主導的な役割

ができる資質を備えた横断型、融合型人材を“ハイブリッド医療人”と

名付け、このハイブリッド医療人を養成することを目標とし、これまで

の医工連携教育とは異なる、学部・研究科の垣根を越えて互いの強みや特色を理解し合う

ことができる斬新な教育改革をスローガンに、医工の学生・教員相互乗り入れ型の大学

院・学部教育を実践してきました。 

2014年度から大学院生の募集を開始し、現在、医学系12名、工学系5名の計17名の大学

院生が本コースに所属しています。毎週木曜日に行われる医工を交えた大学院生と指導教

員らとの定例カンファランスでは研究のアイデアや進捗状況の確認、意見交換などを積極

的に行っています。本事業では学生のアイデアを具現化する手段として最新鋭の３Dプリ

ンターを導入し、数々の医療機器の試作、人体臓器モデル作成や手術手技シミュレーター

などの教育トレーニング用機器開発にも活用してきました。一方、学部教育である医療も

のづくりマインド育成カリキュラムにはこれまで医学系10名、工学系25名が実習に参加

し、医療機器の開発という新しい分野に必要な工学系と医療系の知識や技術を学び、互い

に大きな刺激になっています。臨床先端医療機器特論での学外講師による講義は、最先端

の医療ものづくりや特許取得の流れなど毎回趣向に富んだ内容で聴講者から評価も大変良

かったようです。大学院は今年度いよいよ第1回目の修了生が出ることになりますが、医

学博士と工学博士の両方を取得する学生が誕生することを願っています。 

また本プログラムの特徴の一つである学外連携セミナーでは、オランダのライデン大学

やデルフト工科大学、ポルトガルのポルト大学などに学生を派遣し、海外一流校と積極的

な交流を図ってきました。セミナーで一旦帰国後に再度、派遣先の大学に長期留学を希望

した学生もいます。ライデン大学やデルフト工科大学との合同シンポジウムは学生のみな

らず教員たちにとっても刺激となりました。特に古くからの協定校であるライデン大学か

ら医学部長を含む3人の教授を招聘して行った第1回長崎‐ライデン大学合同シンポジウム

では、両校の学術交流の新たな展開を探ることにも貢献できたと自負しています。 

大学院における本プログラムは事業終了後も継続していきますが、今後、地域医療交流

促進室に卒業生が加わっていくことで、新たな展開をお見せできるものと思います。是

非、ご期待ください。 



 

寄 稿 



日本初の医工ハイブリッド医療人養成大学院課程へ更なるエールを！！ 

 

長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 組織細胞生物学分野 小路 武彦 

 

本「ハイブリッド医療人養成事業」は、２０１３年度に文部科学省の

未来医療研究人材養成拠点形成事業に採択されたもので、５年間

粛々と事業が発展してきたことに永安武教授始め関係者一同へ敬意

を表したい。当時、医歯薬学総合研究科長を拝命していた関係で申請

に至った経緯を若干説明したい。実は、産学官連携事業を推し進める

べく、地域イノベーション戦略支援プログラムに長崎地域として２

０１１年度に申請し採択された。そのプログラムは長崎大学と長崎

県及び長崎県産業振興財団を中心として、研究者集積、コーディネーター集積、機器集積そ

してハイブリッド人材育成の４つのタスクフォースからなり、全ての活動が長崎県下で医

学と工学のマインドを理解できるハイブリッド人材を育成することを最終目標としていた。

その心は、先行した都市エリア産官学連携促進事業一般型並びにその発展型の推進に当た

って最大の問題点は両分野のマインドギャップであると認識したからである。３年間の教

育課程を２ヵ年に渡ってスタートさせ計３８名が巣立って行った。この際強く感じたのが、

若き情熱をもつ参加者の出口戦略として、また高度で独創的な医療機器の医療現場からの

開発を目指せる人材育成を行う課程の必要性であった。そこで、深い親交のあった石松隆和

教授が工学研究科長をされていたので、ご相談申し上げ大いに議論し、医学博士と工学博士

が同時に取れる大学院システムを作ろうということになった。同時に、長崎出島から流入し

た西洋医学で用いられる医療機器の日本全国への伝播の歴史を考えるに、当然外科系分野

がその任に相応しいと考え、それまで地域イノベーション戦略支援プログラムでも医工連

携に深く関与されていた永安武第一外科教授に申請内容の策定をご依頼し、現在に至って

いる次第である。このような、学部時代から医工連携に興味のある学生を医学部、工学部で

正規課程として教育し、更に医歯薬学総合研究科に医学部出身者と工学部修士修了者が共

に学べる新たな博士コースが設置されたことは我が国で比類の無いケースであり、今後の

進展が大いに期待されるところである。更に、本コースでは本学医学部とオランダライデン

大学医学部、本学工学部とオランダデルフト工科大学との太い人的絆のもと留学や共同研

究による学生の国際化も図られている。まさに、このグローバルな世界情勢をうまく活用し

渡り歩ける医工ハイブリッド人材養成プログラムであり、今後本課程出身者が日本国内の

みならず世界で活躍する姿を楽しみに拝見したいと思っている。 

  



医工連携で創造される新技術と模範モデル 

 

長崎大学大学院工学研究科 システム科学部門機械科学分野 山本 郁夫 

 

ハイブリット医療人養成コースにおいて医工連携の一翼を担わせ

て頂き光栄に存じます。同養成コースは医工連携の取り組みが成功

している数少ない例として、評価委員の方々等より高い評価を頂い

ております。これは医学と工学の研究者、学生が高度で実用的な医

療工学技術を生み出すという共通の目標と意気込みをもって、お互

いの分野を尊重しながら一緒にアイディア創出と実践による改良を

行っている取組姿勢が数多くの成果を生み出す原動力となっている

と思量します。この取組マインドこそが医学と工学の異なった分野の技術を融合し、世の中

に無い高度で実用的な医療機器や医療システムの実現を可能としており、これは医工のみ

ならず他の異分野間の連携にも通じる模範的なモデルとなっているのではないでしょうか。 

医工連携では医学側のニーズと工学側のシーズがうまくかみ合い、お互いに知恵を出し

合っていけば、必ず双方の満足する良い技術が生み出されます。筆者の例ではシーズ技術と

して弾性振動翼推進システムの研究を発端とする魚ロボット技術がございます。ロボット

による本物そっくりの泳ぎを実現し、1995 年完成の鯛ロボットを皮切りに今までに 16 種

類以上の魚ロボットを生み出しているのですが、鯛ロボットを開発した折、航空工学の権威

の故近藤次郎先生が見に来られ、これは必ず人類の役に立つ技術となるので頑張って取組

を進めてほしいと激励されたことを思い出します。皆様の励ましに支えられながら、未来の

海洋ロボットとして開発を続けてきたわけですが、医学部より医療機器に技術が使えるの

ではないかとのニーズを受けて適用を行いました。結果、把持しやすいサメ肌攝子や低圧で

臓器に力が作用する蟹挟み鉗子等魚ロボット技術応用の医療機器として実現し、手術効率

を高めることに貢献できたことは非常に嬉しく思います。また、医療機器の開発プロセスの

中で 3D-CAD(Computer Aided Design)と３Dプリンターを連動させて、動画で CAD設計

したものを速やかに 3Dプリンターで製作し、３次元的な量感を関係者で確かめながらシー

ムレスに仕上げていく方法を世界に先駆けて確立したことも本コースの成果のひとつであ

ると思います。医療機器の速やかな創出につながり、国際学会や国際ジャーナル誌で発表後、

この手法が世界の多くの医療機器開発機関に浸透し、見習われる状況に至っております。 

本コースでの医工研究の当初は先生間の研究連携が主体でしたが、最近は学生も含めた

研究が活況を呈し、多くの若い有能な人材が養成されている状況にございます。また、成果

の学術講演会等での公表を通して、外科のみならず内科、眼科、歯科、リハビリ科等で医工

連携ニーズがあることがわかり、連携の拡大が今後見込まれます。医工連携の進展を通して、

有用な技術と人材が数多く生み出されることを期待し、筆者自身も医者に使いやすく患者

に優しい未来の医療機器や医療システムの実現に向けて尽力していきたいと思います。 



ハイブリッド医療人養成の今後への期待 

 

長崎大学地方創生推進本部 コーディネーター 石松 隆和 

 

5 年前のことです。当時の医歯薬総合研究科長の小路先生から、

ハイブリッド医療人養成事業に申請する計画について相談したいと

の連絡が、当時工学研究科長だった私にありました。早速、小路先

生、永安先生とお会いして聞いた計画は、医学部と工学部の学生が

学部の講義を共修し、医学博士、工学博士を取得できる斬新な内容

でした。これまで医工学連携は行われていましたが、個々の研究者

によるもので、医学部と工学部の組織を挙げての連携、しかも教育

を含めての連携は、まさに社会が求めるもので、意欲的に進めると話し合ったことを覚えて

います。今や、医学は最新の科学技術が不可欠になっています。CT や MRI 等のセンサ、

ダビンチと呼ばれる手術ロボットは、以前は夢のような装置で、最新の科学技術が産み出し

ました。医学部、工学部の組織連携は、必然の動きです。 

長崎大学で、医学部と工学部が連携しようとの取り組みは、昔から何度も試みられていま

した。私の記憶では、35 年前に当時の工学部長が音頭をとって、整形外科の分野で共同研

究を始めようとした試み、20 年前には長崎大学地域共同センターの提案で工学部の教員が

医学部を訪問し意見交換をしたこともあります。テーマを限っての研究者間の交流は、なさ

れてきましたが、学部が連携しての組織的な連携はなされてきませんでした。 

  近年、医療分野でロボット技術、IT 技術、センサ技術等が当たり前のようになり、わが

国も医療分野での胃工連携を積極的に後押ししています。医療福祉機器の多くが輸入品ば

かりで、わが国のものづくり技術を生かした医療福祉機器の国内生産が望まれています。昨

日のテレビでは、バルーンカテーテルを開発した技術者の話がありました。また、朝のニュ

ースでは、アルツハイマー病を血液だけで診断できる技術がノーベル受賞者の田中研究員

により開発されたことが報告されていました。 

今回のハイブリッド医療人育事業では、もうすぐ工学部出身の学生が医学博士を取得す

ることになります。ものづくり大好きな若者たちに、新しい活躍の場を提供することに繋が

ります。先日のことです。ある大学受験生から、長崎大学工学部に入って何が学べるかを知

りたいとのの質問があり、その回答の中でハイブリッド医療人育成の取り組みについて述

べると、彼が大学で学ぶ目標が見つかったと感じました。 

今年度末で、ハイブリッド医療人養成事業は終了しますが、本事業で始まった医工の連携

が、今後もますます活性化され、多くの若者に希望を与え、また我が国の有能な人材育成に

貢献することを期待します。（平成 30年度 2月 2日） 



The “Dejima mindset” for instrument development within the hybrid program. 

 

Prof. dr. Jenny Dankelman, MISIT group, Det. of Biomechanical 

Engineering, Delft University of Technology, Mekelweg 2, 2628CD 

Delft, The Netherlands, j.dankelman@tudelft.nl, www.misit.nl 

 

With the introduction of new technology in the hospital, more 

difficult (surgical) interventions can be performed. The 

consequence of more technology is that the complexity of the interventions increases and 

clinicians rely more and more on technology during treatment. This trend is especially 

the case in the field of minimally invasive therapy, where technology is playing a crucial 

role and determines for a large part which interventions can be performed minimally 

invasively. 

In general, the instruments used by surgeons and interventionists are developed by 

engineers. To get the design requirements during the process of instrument 

development, it is extremely important that engineers and surgeons cooperate closely 

together. This is exactly what has been introduced by the Hybrid program of the 

Nakasaki University Graduate School of Biomedical Sciences and the school of 

Engineers. The Hybrid program focusses on medical innovation by fusing together 

Medical and Engineering disciplines – the “Dejima mindset” . 

Within the Hybrid program, new technology is developed to improve for example 

minimally invasive procedures by carefully determining the clinical problem, followed by 

instruments design, and evaluation of the new technology. By using this “Dejima mindset” 

approach a large number of  instruments/systems are under development showing the 

success of the program. Examples are:  

 surgical instruments  using an elastic vibration wing mechanism, a finger like 

multi-joint articulated surgical retractor for use in endoscopic surgery, double 

stenting with silicone and metallic stents,  balloon based organ retractor for 

laparoscopic surgery,  

 systems that can be used for simulation and training: three-dimensional printing 

model of liver for operative simulation, airway stent insertion simulated with a 

three-dimensional printed airway model, a tailored thyroid gland phantom for 

fine-needle aspiration cytology by 3D printing, and 

 evaluation of technology: initial Experience of multivision thoracoscopic surgery 

with two cameras: Dual-Vision VATS; usefulness of 3D printing models for 

patients with stoma construction. 

mailto:j.dankelman@tudelft.nl
http://www.misit.nl/


Engineers are challenged in developing devices that can be safely used and increases the 

possibility and/or efficiently of a procedure, or make even new procedures possible. Very 

essential is that the engineers get experience on how these devices are used  in the actual 

(or simulated) clinical environment.  The engineers need to get  familiar with the demands 

of the clinical setting, which is not straight forward.   

As indicated in [1], there are two principally different approaches to clinical problems: 

technologically driven solutions and clinically driven solutions, and both are applied 

within the hybrid program. In the technologically driven approach, the request for a new 

instrument comes from the clinician, but is based on technology provided by the engineer. 

The innovative idea can come from both the clinician and/or the engineer. In general the 

engineer shows the clinician what engineering wise can be produced. The risk of the 

technologically driven approach is that the result, which is often  a hi-tech instrument or 

system, does not exactly fit the demands of the clinician. In the clinically driven approach, 

the engineer attend several medical interventions and observes the clinical activities in 

real practice. During brainstorm sessions the design requirements are defined together. 

This is a complex process because the background, language, culture are totally different. 

Within the hybrid program this difficult process is supported by organizing seminars with 

themes that have a combination of engineering and clinical aspects, and that are attended 

by both engineering and clinical students. Moreover, the students are given the possibility 

to travel abroad, to experience similar programs, such as in the Netherlands where they 

visited for example Leiden University Medical Center and Delft University of Technology 

that has a long term collaboration in the development of medical instruments using the 

clinical driven approach. The hybrid ‘Dejima mindset’  is a solid basis for clinicians and 

engineers to work together to develop technology to solve surgical problems and to 

enhance patient safety.  

 

[1] Dankelman J, Grimbergen CA, Stassen HG. Engineering for patient safety: The 

clinically driven approach. Biomedical Instrumentation & Technology, 29(1): 60-64, 2005. 



5年間を振り返って 

 

ハイブリッド医療人地域交流促進室長 山崎 直哉 

 

2013 年 10 月に文部科学省未来医療研究人材養成拠点形成事業（Ａ）として採択されま

した『「医工の絆」ハイブリッド医療人養成コース～出島マインドで医療ものづくり～』は

本年度（2017年度）が予定された計画の最終年度となりました。 

本コースに関わらせていただき、工学系の学部生、大学院生、教員の先生方と接すること

が出来て大変光栄であり勉強になりました。個人的には外科医なので既存のツールを使い

こなすのは得意としますが、斬新なアイデアを持って新規性のあるツールを創造するのは

得手でないかもしれません。毎週の定例カンファや 2 か月に 1 度の工学系スタッフを交え

た全体カンファ、当コース主催の大学院セミナーなどを通じて私自身も刺激を受けて自身

の考えにも柔軟性が出てきた気がします。それにしても工学研究科の先生方および大学院

生の熱心さ優秀さ、人材の豊富さには驚嘆させられ、学ぶことが多く心より感謝しておりま

す。 

 本コースの文部科学省のグラントとしては本年度で終了となりますが、医歯薬学総合研

究科の大学院コースとして来年度からも継続されます。本コースに入学した大学院生（医学

系 12名、工学系 5名）で 1名はすでに卒業し、これから先は毎年卒業生がでてくることに

なります。ハイブリッド医療人として地域はもちろん国内外でご活躍される人材が育つこ

とを期待し、本コースのますますのご発展を祈念いたします。 



 

  



 

沿 革 



25年09月
平成25年度文部科学省「未来医療研究人材養成拠点形成事業」にて
「医工の絆」ハイブリッド医療人養成コース～出島マインドで医療ものづくり～　採択

25年10月01日 ハイブリッド医療人養成センター開設（長崎大学病院本館11階オープンラボ）

25年12月11日 平成25年度第一回ハイブリッド医療人養成協議会開催

25年12月12日 ホームページ開設

26年02月11日～17日 ライデン大学（オランダ）訪問

26年02月24日 平成25年度第二回ハイブリッド医療人養成協議会開催

26年04月
ハイブリッド医療人養成コース開始
医学系学生5名入学

26年06月13日
大学院セミナー開催
講師：濵田正久（株式会社クリプトン 代表取締役）
演題：新製品、新発明による新市場の創造

26年06月28日
シンポジウム開催
ファン・デン・ブルックとモーニッケ生誕200年を記念して

26年08月20日 平成27年度入学ハイブリッド医療人養成コース工学系入学試験　3名

26年08月25日～09月12日
医療ものづくりマインド育成カリキュラム
「臨床先端医療機器体験実習」インターンシップ実施

26年09月05日
大学院セミナー開催
講師：三浦司和（旭化成メディカル株式会社）
演題：メディカル分野における膜・吸着技術の応用（製品紹介とプリオン除去フィルターの開発）

26年09月10日 平成27年度入学ハイブリッド医療人養成コース工学系合格発表　3名合格

26年10月07日～10月12日 ライデン大学・デルフト工科大学訪問

26年10月20日 平成26年度第一回ハイブリッド医療人養成協議会開催

26年12月 プログラムデザイン商標登録

26年12月06日
医療ものづくりマインド育成カリキュラム
第12回「学生ものづくり・アイディア展in長崎」出展

26年12月11日～
医療ものづくりマインド育成カリキュラム
リサーチセミナー開催

26年12月17日
文部科学省未来医療研究人材養成拠点形成事業テーマA合同フォーラム
「アカデミアにおけるメディカルイノベーションー現状と課題ー」（東京医科歯科大学）

27年01月～06月
ライデン大学（オランダ）への短期研修
渡航者：下山孝一郎（医学系大学院生）

27年01月19日 平成26年度第二回ハイブリッド医療人養成協議会開催

27年01月27日
大学院セミナー
講師：山本郁夫（長崎大学大学院工学研究科 機械工学コース 教授）
演題：先進的ロボット・メカトロニクスの開発

平成25年度

平成26年度



27年04月
ハイブリッド医療人養成コース
医学系学生3名、工学系学生3名 入学

27年04月01日
長崎大学広報誌Choho：vol.51
ハイブリッド医療人記事（松尾直門）

27年06月25日～09月02日
デルフト工科大学（オランダ）への短期研修
渡航者：近藤睦浩（工学系大学院生）

27年08月19日 平成28年度ハイブリッド医療人養成コース工学系入学試験　2名

27年08月24日～
医療ものづくりマインド育成カリキュラム
「臨床先端医療機器体験実習」インターンシップ実施

27年09月10日 平成28年度ハイブリッド医療人養成コース工学系入学試験　2名

27年09月18日
大学院セミナー開催
講師：酒井宏水（奈良県立医科大学医学部化学教室 教授）
演題：人工赤血球（ヘモグロビンベシクル）製剤の有用性と安全性

27年09月28日 平成27年度第一回ハイブリッド医療人養成協議会

27年10月01日～12月27日
デルフト工科大学（オランダ）への短期研修
渡航者：朱睿（工学系大学院生）

27年10月05日～10月22日
ライデン大学の視察及び打ち合わせ
渡航者：松本桂太郎（コーディネーター）、谷口大輔（医学系大学院生）

27年10月24日
シンポジウム開催
「医工の絆」ハイブリッド医療人養成コースシンポジウム2015

27年10月24日 平成27年度ハイブリッド医療人養成プログラム外部評価委員会

27年12月14日
第3回 熊本大学医工連携フォーラム
ー生命科学・自然科学分野連携ー（熊本大学）

27年12月17日
大学院セミナー開催
講師：西澤利夫（西澤国際特許事務所）
演題：医学機器の特許取得について

27年12月21日～12月27日
ポルト大学（ポルトガル）への事前訪問
渡航者：吉田衣里（工学系大学院生）

28年02月05日
大学院セミナー開催
講師：中山功一（佐賀大学医学部臓器再生医工学講座 教授）
演題：臓器再生を目指したバイオ3Dプリンタの開発とその応用について

28年02月29日 平成27年度第二回ハイブリッド医療人養成協議会開催

28年03月04日
文部科学省未来医療研究人材養成拠点形成事業合同公開フォーラム
～魅力ある拠点作りにむけての方略の共有～（千葉大学）

28年03月14日
大学院セミナー開催
講師：岩切泰子（Yale大学 医学部消化器科 准教授）
演題：アメリカの大学におけるキャリア形成

28年04月
ハイブリッド医療人養成コース
医学系学生3名、工学系学生1名

28年06月～12月
ポルト大学（ポルトガル）への短期研修
渡航者：吉田衣里（工学系大学院生）

28年07月
長崎大学広報誌Choho：vol.56
ハイブリッド医療人記事掲載（朱睿）

28年07月14日 平成29年度ハイブリッド医療人養成コース工学系入学試験　1名

平成27年度

平成28年度



28年08月02日
文部科学省　未来医療研究人材養成拠点形成事業テーマA
3大学合同シンポジウム（九州大学・金沢大学・長崎大学）

28年08月29日
医療ものづくりマインド育成カリキュラム
「臨床先端医療機器体験実習」インターンシップ実施

28年09月15日 平成28年度第一回ハイブリッド医療人養成協議会・事業検討員会

28年09月26日 文部科学省メディカルイノベーション推進人材合同公開フォーラム

28年10月 EACTS学会に松本桂太郎講師が参加し、DailyNewsに掲載

28年11月02日
大学院セミナー
講師：檜山康明（株式会社テムザック技術研究所 代表取締役）
演題：医工連携による医療・福祉ロボット開発の挑戦

28年11月5日
医療ものづくりマインド育成カリキュラム
「創成プロジェクト」に出展

28年12月13日 工学部1号館5階医療工学実験室にて医療機器セミナー

28年12月13日、15日 工学部院生病院見学（手術室、病棟、手術現場等）

29年01月30日～02月04日
ライデン大学、デルフト工科大学（オランダ）への短期研修
渡航者：武岡陽介、橋本泰匡（医学系大学院生）

29年02月16日 平成28年度第二回ハイブリッド医療人養成協議会・事業検討委員会

29年03月13日～03月14日
シンポジウム開催
長崎大学-ライデン大学合同シンポジウム～学術交流の新たな展開を探る～

29年04月
ハイブリッド医療人養成コース
医学系1名、工学系1名

29年06月12日～
ポルト大学（ポルトガル）へ留学
渡航者：吉田衣里（工学系大学院生）

29年07月06日
大学院セミナー
講師：吉岡てつを（総務省大臣官房審議官情報流通行政局担当）
演題：医療・健康分野におけるICTの利活用の推進

29年08月02日 平成29年度第一回ハイブリッド医療人養成協議会

29年09月12日～15日
医療ものづくりマインド育成カリキュラム
「臨床先端医療機器体験実習」インターンシップ実施

29年09月22日
大学院セミナー
講師：杉本真樹（国際医療福祉大学大学院 医療福祉学研究科 准教授）
演題：3D画像診断の最新技術

29年10月19日 EACTS学会に松本桂太郎講師と谷口大輔(医学系大学院生)が参加し、DailyNewsに掲載

29年11月02日
文部科学省未来医療研究人材養成拠点形成事業
「テーマA：メディカルイノベーション推進人材の養成」　合同フォーラム（九州大学）

29年11月09日
シンポジウム開催
長崎県における医工連携の将来を考える

29年12月2日
医療ものづくりマインド育成カリキュラム
「学生ものづくり・アイディア展 in 長崎」に出展

30年2月11日～24日
ライデン大学、デルフト工科大学（オランダ）への短期研修
渡航者：小畑智裕、久永真、石井光寿（医学系大学院生）

30年2月16日
大学院セミナー開催
講師：藤本達雄（株式会社ソリューションフォース代表取締役）
演題：モルトロンオゾン分子水によるバイオセキュリティ技術

30年2月22日 平成29年度第二回ハイブリッド医療人養成協議会・最終外部評価委員会

平成29年度



 

スタッフ紹介 



医歯薬学総合研究科 教授 / ハイブリッド医療人養成センター長 

永 安 武 

 

1987年      長崎大学医学部卒業 

1987年      長崎大学医学部第一外科入局 

1996年      長崎大学医学部第一外科助手 

1997年      米国デューク大学 研究員 

1998年      米国メイヨークリニック 研究員 

2003年      長崎大学大学院 医歯薬学総合研究科 腫瘍外科学教授 

2009年      長崎大学医学部附属病院 副病院長 

2009年～2017年 長崎大学病院 手術部 手術部長 

2013年～2015年 長崎大学医学部 副医学部長 

2017年～     長崎大学 医学部 医学部長 

 

専  門：呼吸器外科、肺移植、一般胸部外科 

 

研  究：肺移植、肺・気管支再生、肺癌悪性度の分子生物学的解明 

 

資  格：日本外科学会（専門医、指導医、代議員） 

日本呼吸器外科学会（専門医、指導医、評議員） 

日本肺癌学会（評議員） 

日本呼吸器内視鏡学会（理事、専門医、指導医、評議員） 

日本胸部外科学会（理事、認定医、評議員） 

日本移植学会（移植認定医、評議員） 

日本気管食道科学会（評議員・専門医） 

日本消化器外科学会（認定医） 

日本消化器内視鏡学会（専門医） 

日本がん治療認定医機構（認定医） 

Member of the Transplantation Society（国際移植学会正会員） 

Member of IASLC（Internal Association for the Study of Lung Cancer） 

 

受  賞：2002年 第 19回国際移植学会 Travel Grant Awards 受賞  

2006年 日本胸部外科学会 優秀論文賞 受賞 

 

学会活動：日本呼吸器学会肺移植検討委員会（委員） 

     日本乳癌学会 



長崎大学医師会 （理事）  

日本肺および心肺移植研究会 （幹事）  

日本移植学会  

日本胸部外科学会  

日本呼吸器外科学会 （理事）  

日本消化器外科学会  

日本呼吸器内視鏡学会  

日本肺癌学会 （理事）  

日本肺癌学会 （評議員） 

 

社会活動：長崎県保健医療対策協議会がん対策部会委員 

     財団法人長崎県健康事業団（理事） 

長崎地方裁判所専門委員 

長崎県移植医療推進協議会委員 

 

研究助成：2004年度～2005年度 基盤研究（C） 

      Keratinocyte growth factorによる肺、気管支再生の検討 

     2006年度～2007年度 基盤研究（C） 

      重症肺気腫に対する遺伝子治療の開発 

     2008年度～2010年度 基盤研究（C） 

      気管支胸膜瘻予防に対するバイオ被覆剤の開発 

     2011年度～2013年度 基盤研究（C） 

      同時多発肺病変に対する細胞遺伝学的プロファイルに基づいた治療戦略の確 

      立 

     2014年度～2016年度 基盤研究（C） 

      EGFRカスケードと 5-FU代謝酵素のクロストーク解明による肺癌治療の個 

別化戦略 

     2014年度～2016年度 厚生労働科学研究委託費採択課題 

      在宅医療に応用可能な遠隔医療システムの開発 



工学研究科 教授 

山 本 郁 夫 

 

1983年      九州大学工学部卒業 

1985年      九州大学工学研究科応用力学専攻修士課程修了 

1994年      九州大学 博士（工学） 

1985年～2004年 三菱重工業株式会社本社技術本部 技術企画部開

発計画グループ主席、研究職 

2004年～2007年 独立行政法人海洋研究開発機構 研究主幹、 

自律型無人探査機技術研究グループリーダー 

2005年～2007年 九州大学大学院総合理工学府 教授 

2007年～2013年 公立大学法人北九州市立大学 教授 

2012年～2013年 北九州市立大学環境技術研究所災害対策技術研究センター長 

2013年～2016年 長崎大学 工学研究科 教授 

2016年～     長崎大学 医歯薬学総合研究科、工学研究科、海洋未来イノベーション

機構 教授 

 

専  門：ロボット工学、システム工学、力学・制御工学 

 

受  賞：ICCAS BEST PRESENTATION AWARD(2005年 06月) 

フランス国際 ARCHIPELAEGO賞(最優秀デザイン賞）(2005年 10月) 

JAXA宇宙ロボットコンテスト 最優秀賞(2012年 03月) 

JAXA宇宙ロボットコンテスト 未来賞(2012年 03月) 

テクノオーシャン 2012 国際会議水中ロボット競技会フリースタイル部門優勝

(2012年 11月) 

Best Paper Award,2014 The 3rd International Conference on Advanced 

Materials Design and Mechanics&Workshop on Andoid Robotics(2014年 05

月) 

海洋ロボットコンテスト ROV部門最優秀賞(2014年 12月) 

海洋ロボットコンテスト特別賞(2014年 12月) 

BEST ORAL PRESENTAION AWARD,The 4th International Conference on 

Biomedical Engineering and Biotechnology(2015年 08月) 

沖縄海洋ロボットコンテスト ROV部門優秀賞(2015年 11月) 

沖縄海洋ロボットコンぺティション ROV部門最優秀賞(2016年 11月) 

沖縄海洋ロボットコンぺティションフリースタイル部門最優秀賞(2016年 11月) 

SICE計測自動制御学会システムインテグレーション部門賞(2016年 12月) 



沖縄海洋ロボットコンペティションフリースタイル部門優秀賞(2017年 11月) 

 

学会活動：IEEE(IEEE JOURNAL 査読審査員) 

 

社会活動：JAXA 宇宙工学委員会、きぼう利用フォーラム宇宙ロボット研究会(宇宙工学研

究メンバー) 

JAXA 宇宙工学委員会、きぼう利用フォーラム宇宙ロボット研究会(宇宙ロボッ

ト研究会代表) 

国際制御学会 

 

報  道：2013年 09月 01日 読売新聞 

福岡ロボスクウェアでのハイレベルロボット技術者早期育成講座の内容紹介 

2013年 12月 04日 NBC長崎放送 

弾性振動翼の発明から魚ロボットにいたるまでの研究開発の過程と現在進化

中の魚ロボットについて報道 

2014年 01月 06日 NBC長崎放送 

報道者の生い立ち、うらしま、宇宙ロボット、揺れない船、水中翼艇、民間

航空機、魚ロボットなどの今までの研究成果を振り返る。医療や海洋エネル

ギーなど今後の研究抱負を語る 

2014年 02月 06日 TVSテレビ佐世保 

佐世保高専にて実施した、先端技術セミナー「ロボット・メカトロニスの研

究開発」の内容を紹介 

2014年 03月 25日 NHK 

山本研究室の生放送、研究紹介と水槽等新規設備の披露、魚型ロボット（鯛、

イルカ）の実演デモ、国際宇宙ステーション内自律掃除ロボットのデモ、研

究室および「ロボテックスと情報グループ」学生紹介 

2014年 04月 02日 NHK総合テレビ 

研究室の研究内容紹介 

2014年 05月 26日 長崎新聞 

高校生理系コースの魚ロボット遊泳デモ見学と最先端科学の紹介 

2014年 05月 26日 長崎新聞デジタルニュース 

魚ロボットの紹介と高校生への遊泳デモ 

2014年 06月 06日 朝日新聞 

弾性振動翼研究より生み出した魚ロボットの研究、および、宇宙、医療等へ

の応用について紹介 

2014年 06月 06日 朝日デジタル新聞 



魚ロボットの技術と遊泳デモ動画  

2014年 06月 10日 朝日新聞 

魚ロボットの研究、および研究室の開発への意気込み  

2014年 06月 11日 YAHOO 

魚ロボットの開発について紹介 

2014年 06月 18日 長崎新聞 

長崎海洋産業クラスター形成推進協議会初総会での学術講演  

2014年 06月 30日 海の総合情報誌タラソニュースNO.21 

ヒレ推進技術の発明から魚ロボット開発に至るまでを特集。宇宙ロボットや海

洋エネルギー発電も紹介 

2014年 08月 13日 NCC 

6月 10日の朝日新聞１面トップ記事を受けてロボット工学の研究を取材  

2014年 08月 15日 OCTケーブルテレビ 

水中 ROV 実験風景、新型の機器でみる鍾乳洞の世界、水中の黄金石ポイント

調査など 

2014年 08月 22日 NCC 

8月 13日の放映内容の朝日系列エリア拡大版。魚ロボットの報道内容に加え、

鳥ロボットの可能性についても述べる 

2014年 09月 02日 NHKラジオ第一放送 NHKジャーナル 

水中ロボット開発最前線を紹介。モニタリングのみならず、ハンド機構の開

発を交えて作業性を兼ね備えた未来型水中ロボットを紹介。マーメイドロボ

ットの可能性を述べる 

2014年 09月 15日 電波新聞 

福岡ロボスクウェアで実施のハイレベルロボット技術者早期育成講座で、最

終授業の一環として行った子供たちで作成した制御プログラムでの鯛ロボッ

ト遊泳イベントを報道 

2014年 11月 04日 日刊工業新聞 

沖縄海洋ロボットコンテスト実施前の事前取材。海中探査ロボットとイルカ

ロボットを披露 

2014年 11月 26日 テレビ佐世保 

平成 26年度西九州テクノコンソーシアム環境・エネルギーシンポジウムの特

別講演の内容を報道 

2014年 11月 27日 長崎新聞 

佐世保で開催された西九州テクノコンソーシアム・エネルギーシンポジウム

での特別講演の内容を報道 

2014年 11月 27日 NHK 



西九州テクノコンソーシアム環境・エネルギーシンポジウムにて講演した内

容の中から、風力、潮流力、波力等の海洋再生可能エネルギーを水産養殖の

自動給餌装置や魚の健康モニタリングしシステム、移動用動力装置のエネル

ギーに活用する案を報道 

2014年 12月 07日 琉球新報社 

12月 6日沖縄にて実施の海洋ロボットコンテストの状況を掲載。長崎大学が

特別賞と ROV部門最優秀賞を受賞。  

2014年 12月 07日 沖縄タイムズ 

12月 5日、沖縄海洋新産業フォーラム（於ヒルトン沖縄北谷リゾート）で実

施の海洋ロボットの可能性をテーマにした講演を報道 

2014年 12月 07日 NHKストレートニュース 

沖縄海洋ロボットコンテストの状況、指導風景、水中 ROV,イルカロボットの

遊泳状況と最優秀賞、特別賞受賞を放映 

2014年 12月 11日 日刊工業新聞 

国土交通省次世代社会インフラ用ロボット事業に採用された軽量で高運動性

の水中遠隔探査ロボットとダムでの実証実験で側壁リアルタイム観測と 100

ｍ水深まで潜航可能であったことを報道 

2014年 12月 16日 NHK 

海洋ロボットの夢と題して、NHK GTV おきなわHOTeyeにて海洋ロボット

コンテスト、水中 ROV、イルカロボットが紹介 

2015年 01月 21日 KTN 

ヨジマルにて山本研究室のロボットを生放送。魚ロボット、宇宙ロボット、

海洋ロボットなどを紹介 

2015年 01月 23日 沖縄朝日放送 

ニュース報道で 12月 6日に行われた海洋ロボコンの特集と学生教育効果、開

発した水中ロボット、魚ロボットが紹介された。1 月 24 日の 30 分と特集番

組「海が僕らのフイールド」の予告  

2015年 01月 24日 琉球朝日放送 

ロボット工学の研究に関して、鯛ロボット、イルカロボット、医療ロボット、

水中ロボット、および海洋ロボットの開発内容と海に挑戦する意義が紹介 

2015年 01月 25日 KTNスーパーニュース 

新春企画「めでタイ！水族館で魚ロボットを泳がせたい！」での魚ロボット

開発に関する講演と鯛ロボットデモを取材  

2015年 01月 25日 NBC ラジオニュース 

長崎ペンギン水族館で実施の魚ロボットのデモ、宇宙遊エイロボットの展示、

ロボットの開発講演について報道  



2015年 01月 26日 読売新聞 

長崎ペンギン水族館での魚ロボットの公開と海洋調査への活用を報道  

2015年 01月 26日 NBC ニュース 

長崎ペンギン水族館での魚ロボット開発の講演と鯛ロボットのデモ  

2015年 01月 27日 TBS Nスタ 

長崎ペンギン水族館での魚ロボットデモイベントと海中探査機の開発 

2015年 02月 02日 FBS めんたいワードMOTTO 

ロボット開発の最前線と題して、魚ロボットや医療ロボットを紹介 

2015年 02月 19日 読売新聞 

これまでの研究略歴や開発実績、生い立ち、ロボット開発の展望について語

る 

2015年 03月 12日 NBC報道センター 

肺パット外科手術器具など医工連携で開発している新しい手術器具の紹介 

2015年 06月 23日 環境エネルギー産業情報 

海洋エネルギー研究の取り組みについて述べる。機械システム開発、漁業や

海洋資源探査・採掘にも言及  

2015年 07月 28日 長崎新聞 

海底の環境などが確認できる自航式水中テレビカメラ（ROV)の開発と再生可

能エネルギー実証フィールドに選定されている五島椛島沖での実験について 

2015年 07月 29日 イタリア STEFANO CAREER 誌 

魚ロボット、海洋ロボット、医療ロボット、宇宙ロボット、海洋再生可能エ

ネルギー機器など開発した技術の紹介  

2015年 07月 29日 イタリア 24ORE STREAM 

魚ロボットを 1995年に発明し、現在の進化形について紹介。  

医療、宇宙ロボットや海洋再生可能エネルギーへの技術応用など 

2015年 07月 29日 カザフスタン 24KZ 

魚ロボット、海洋ロボット、医療ロボット、宇宙ロボット、海洋再生可能エ

ネルギーロボットなど日本の最先端ロボットの紹介と開発者インタビュー 

2015年 09月 25日 長崎新聞 

海洋再生可能エネルギー事業で使用する水中ロボットや発電装置を紹介 

2016年 02月 25日 日本経済新聞 

IoTによるインダストリー4.0の研究（経済産業省）の取り組みの手始めとし

て、造船の管製造で三菱重工、長崎大学などが協力して、納期・生産コスト 3

割減できる一菅システムを構築 

2016年 04月 20日 長崎新聞 

IoTによる造船工程など一元管理システムの紹介。海洋再生可能エネルギー関



連発電設備の受注へのシステム適用について 

2016年 06月 27日 MAKERY media for labs 

生物運動型ロボット研究の紹介  

2016年 06月 29日 日本経済新聞 

泳ぐアオコ退治ロボットの開発を行った 

2016年 06月 30日 NHK 

ひれ推進アオコ対策自律ロボットの開発  

2016年 06月 30日 NHK 

鰭推進で動くアオコ退治ロボット航走  

2016年 06月 30日 NCCニュース 

自律で動くひれ推進アオコ対策ロボットの紹介  

2016年 07月 25日 KTN 

欧州（英国、デンマーク）の海洋エネルギー先進地域を調査した内容紹介と

長崎海洋産業フェスタでの報告会  

2016年 10月 02日 西日本新聞 

造船 IoTの開発取り組みとシステム工学上の指摘事項紹介  

2016年 12月 20日 長崎新聞 

飛行型斜張橋ケーブル点検ロボットの開発と女神大橋での実証試験  

2016年 12月 20日 読売新聞 

斜張橋点検ロボットの開発と効果の実証試験  

2017年 02月 03日 読売新聞 

海洋、飛行、宇宙、医療ロボットの開発について紹介、今後の展望を解説  

2017年 02月 21日 読売新聞 

自律移動、自動検知で超音波照射する人工知能搭載アオコ対策船型鰭推進ロ

ボットの研究紹介  

2017年 03月 15日 NIBニュース EVERY 

科学技術甲子園（ロボット）出場の長崎西高校へのロボット指導協力状況 

2017年 04月 27日 長崎新聞 

長崎大学・英国ヘリオットワット大学・スコットランド国際開発庁合同シン

ポジウムを開催しその内容が掲載 

2017年 08月 24日 長崎新聞 

「赤潮調査ロボット開発」と題して AKABOTと無人養殖システム技術紹介 

2017年 10月 24日 日本経済新聞 

「無人潜水機長崎で開発へ（産学官連携）」と題して記事掲載 

2017年 10月 26日 日経産業新聞 

「無人潜水機開発へ 潮流発電装置の監視に」と題して記事掲載 



医歯薬学総合研究科 准教授 / ハイブリッド医療人地域交流促進室長 

山 崎 直 哉 

 

1989年 大分大学医学部卒業 

1989年 長崎大学第一外科入局 

1990年 大分県立病院胸部外科 

1991年 聖フランシスコ病院外科 

1992年 国立療養所東佐賀病院外科 

1993年 長崎大学第一外科 

1995年 大村市立病院外科 

1998年 田川市立病院外科 

2000年 大分県立病院胸部外科 

2005年 長崎大学腫瘍外科 助教 

2006年 セント・ビンセント・ホスピタル（シドニー）（肺移植） 

2008年 長崎大学腫瘍外科 講師 

2013年 長崎大学腫瘍外科 准教授 

 

専  門：肺癌、肺移植、縦隔腫瘍、気胸、膿胸、胸部外傷、中枢気道へのステント、 

レーザー、PDT等のインターベンション治療 

 

研  究：肺移植、胸腔鏡手術解明 

 

資  格：医学博士 

日本外科学会（専門医、指導医） 

呼吸器外科（専門医） 

日本呼吸器外科学会（指導医、評議員） 

日本呼吸器内視鏡学会（専門医、指導医、評議員） 

日本内視鏡外科学会（評議員） 

日本肺癌学会（評議員） 

九州外科学会（評議員） 

日本胸部外科学会（正会員、評議員） 

日本消化器外科学会（認定医） 

 

研究助成：2011年度～2013年度 基盤研究(C) 

GFPラット移植肺モデルにおける Stem cellの新たな役割 



医歯薬学総合研究科 講師 / コーディネーター（医歯薬学総合研究科担当） 

松 本 桂 太 郎 

 

1996年 熊本大学卒業 

1996年 長崎大学医学部第一外科 入局 

1997年 大分県立病院胸部外科 

1998年 田川市立病院外科 

1999年 佐世保中央病院外科 

2000年 大分県立病院胸部外科 

2001年 長崎大学医学部第一外科 

2004年 St.Vincent's Hospital Sydney, Australia 

2007年 佐世保市立総合病院外科 

2008年 Pulmonary, Allergy and Critical Care Medeicine Duke University Center, NC, 

USA 

2010年 日本赤十字社長崎原爆病院呼吸器外科 

2011年 長崎大学病院腫瘍外科 助教 

2012年 Toronto General Hospital, University of Toronto, Toronto, Canada 

2015年 長崎大学医学部腫瘍外科 講師 

 

専  門：呼吸器外科（肺がん、気胸、縦隔腫瘍、肺移植、胸部外傷） 

 

研  究：気管支・肺再生医療、肺移植、胸腔鏡手術、医療機器開発 

 

資  格：医学博士  

日本外科学会（外科認定医・専門医・指導医） 

日本呼吸器外科学会（呼吸器外科専門医・評議員） 

日本呼吸器内視鏡学会（気管支鏡専門医・気管支鏡指導医・評議員） 

日本移植学会（移植認定医） 

日本呼吸器学会（呼吸器専門医） 

日本がん治療認定医機構（がん治療認定医） 

日本胸部外科学会（正会員） 

肺がん CT検診認定機構（肺がん CT検診認定医師） 

日本気管食道科学会（専門医） 

日本胸部外科学会九州地方会推薦評議員 

日本肺癌学会九州支部評議員 

日本再生医療学会 再生医療認定医 



ヨーロッパ胸部外科学会 会員 

アメリカ胸部疾患学会 会員 

アメリカ胸部疾患学会 Tracheal Engineering working group 委員 

 

研究助成：2006年度～2007年度 基盤研究（C） 

      重症肺気腫に対する遺伝子治療の開発 

2006年度～2007年度 基盤研究（C） 

      KGFを用いた気管軟骨創傷治癒の人為的コントロールの検討 

2011年度～2013年度 基盤研究（C） 

      GFPラット移植肺モデルにおける Stem cellの新たな役割 

2013年度～2015年度 基盤研究（C） 

      難治性気道疾患と重症肺疾患への新たな治療法の開発 

     2013年度～2015年度 基盤研究（C） 

      常染色体優性遺伝形式で発症する家族性肺癌家系における原因遺伝子の同定 

2014年度～2016年度 日本医療研究開発機構 医療機器開発推進研究事業 

     2014年度～2016年度 基盤研究（C） 

      組織工学と幹細胞研究を融合させた新規自己細胞由来人工気管、肺による再 

生治療 

     2015年度～2017年度 基盤研究（C） 

      気管の縫合不全や気管支断端瘻に対する再生医学を応用した新しい予防・治 

療法の開発 

2016年度 公益信託 外科学研究助成基金 

     2016年度～2018年度 基盤研究（C） 

      酸素ナノバブルを使用した細胞培養および 3次元構造物における新たな培養 

方法の開発 

2017年度 長崎県医師会医学研究助成金 

2017年度 日本医療研究開発機構 「橋渡し研究加速ネットワークプログラム」 

     2017年度～2019年度 基盤研究（C） 

      肺移植に対する超高密度窒素ナノバブルを使用した新たな臓器保存液の開発 

      



医歯薬学総合研究科 助教 / コーディネーター（医歯薬学総合研究科担当） 

大 坪 竜 太 

 

2000年 自治医科大学卒業 

2000年 国立長崎中央病院（現 国立病院機構長崎医療センター） 

2002年 上五島病院外科 

2003年 自治医科大附属さいたま医療センター外科 

2004年 上対馬病院外科 

2006年 対馬いづはら病院外科 

2009年 国立病院機構長崎医療センター 

2010年 長崎大学医学部病院第一外科 

2011年 日本赤十字長崎原爆病院外科 

2012年 長崎大学医学部病院第一外科 

長崎大学原爆後障害医療研究所 

腫瘍・診断病理学研究分野（原研病理） 

2014年 医学博士号取得（早期修了） 

2014年 長崎大学第一外科助教 

2016年 Department of surgery, Leiden University Medical Center, The Netherlands 

2017年 長崎大学腫瘍外科 助教 

 

専  門：乳腺外科・内分泌外科 

 

研  究：Semi-dry dot-blot (SDB)法を用いたリンパ節転移診断法のキット化 

p53 binding protein 1（53BP1）蛍光免疫染色を用いた甲状腺濾胞性腫瘍の鑑別

診断 

乳癌における Image-guided surgery 

 

資  格：医学博士  

日本外科学会（認定医・専門医） 

検診マンモグラフィー読影（認定医） 

厚労省認定臨床研修指導医 

JATEC・JPTECインストラクター 

日本乳癌学会（乳腺認定医・専門医） 

日本がん治療認定医機構（がん治療認定医） 

長崎緩和ケア研修会修了 

 



受  賞：2013年 第 17回 日本内分泌病理学会学術総会 最優秀賞 

     2014年 長崎大学第一外科同門会長賞 

2016年 日本乳癌学会 International Fellowship Grant 

2016年 ロータリー財団 Global Grant Scholarship  

      

 

学会活動：日本外科学会、日本臨床外科学会、日本乳癌学会、 

日本乳房オンコプラスティックサージャリー学会、日本甲状腺外科学会、 

日本内分泌病理学会 

 

研究助成：2014年度～2016年度 基盤研究（C） 

甲状腺濾胞性腫瘍の術前細胞診診断における 53BP1核内フォーカスの有用性

の検討 

2016年度～2018年度 基盤研究（C） 

      甲状腺乳頭癌における新規リンパ節転移診断キットの開発 



コーディネーター（医歯薬学総合研究科担当） 

高 木 克 典 

 

2002年 川崎医科大学卒業 

2002年 長崎大学病院第一外科 研修医 

2003年 独立行政法人長崎医療センター 研修医 

2004年 日本赤十字社長崎原爆病院 外科 

2005年 周南記念病院 外科 

2006年 佐世保市立総合病院 外科 

2007年 北九州市立八幡病院 外科/救命センター 

2008年 長崎大学医歯薬学総合研究科がんプロフェッショナル養成コース（腫瘍外科） 

2012年 長崎大学大学院 腫瘍外科 医員 

2013年 長崎大学大学院 腫瘍外科 助教 

2015年 東京大学附属病院 形成外科美容外科 特任臨床医 

2016年 東京大学附属病院 形成外科美容外科 助教 

2017年 国立病院機構長崎病院 外科 

     長崎大学医学部第一外科客員研究員 

 

専  門：外科 

 

研  究：鏡視下手術に関わる新しいデバイス 

 

資  格：日本外科学会 外科専門医 

日本消化器外科学会 消化器外科専門医/消化器がん治療認定医  

日本がん治療学会 がん治療認定医 

ジオン注施行医（大腸肛門病学会） 

日本ストーマ排泄リハビリテーション学会 ストーマ認定士 

日本静脈学会 弾性ストッキングコンダクター 

  

受  賞：2014年度 長崎大学第一外科同門会会長賞 

  

研究助成：2013年度 長崎医学同窓会 研究助成金 

      生体分解性高分子化合物による膵液漏防止 

2014年度 厚生労働科学研究委託費（医療機器開発推進研究事業） 

      在宅医療に応用可能な遠隔医療システムの開発 

     2014年度 九州地域新産業戦略に基づくイノベーション創出事業 



      腹腔鏡手術のための体腔内スコープレンズ洗浄装置の開発 

2017年度～2019年度 基盤研究（C） 

      スーパーマイクロ手術とバイオ 3Dプリンティングによる、ハイブリッドリン

パ浮腫治療 

      



医歯薬学総合研究科 助教 / コーディネーター（工学研究科担当） 

ローン マリー ジョン 

 

1980年～1990年 ニュージーランド鉄道本部通信ビジネスグルー 

プ 技術者/エンジニア 

1989年 カンタベリー大学卒 （電気工学科専攻） 

1990年 テレコムニュージーランド有限会社 

本部通信コンサルタント 

1993年 文部科学省（JETプログラム）、長崎県立西陵高等学校 

1996年 長崎総合科学大学 情報科学センター 講師 

1998年～2007年 長崎総合科学大学、工学部、非常勤講師 

1998年～2013年 長崎純心女子短期大学英米文化科 

長崎純心大学人文学部英語情報学科 講師 

2008年～2013年 長崎大学 工学部 非常勤講師 

2013年 長崎大学大学院生産科学研究科（工学） 博士課程後期 

2013年 長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 

「医工の絆」ハイブリッド医療人養成コース工学部コーディネーター助教 

 

専  門：医工エンジニアリング 

 

研  究：医工エンジニアリング 

 

 



工学研究科 助教 / コーディネーター（工学研究科担当） 

薗 田 光 太 郎 

 

2000年      東北大学工学部情報工学科卒業 

2002年      東北大学大学院情報科学研究科博士前期課程修了 

2005年      東北大学大学院情報科学研究科博士後期課程修了 

        博士（情報科学） 

2005年～2009年 独立行政法人 情報通信研究機構 専攻研究員 

2006年～2008年 東北大学 リサーチフェロー 

2009年～2011年 長崎大学工学部情報システム工学科 助教 

2011年～     長崎大学大学院工学研究科 助教 （改組による） 

2012年～2013年 Adam Mickiewicz University 客員研究員 

2013年～     長崎大学 医歯薬学総合研究科 助教(兼務) 

 

専  門：音響信号処理  

 

研  究：音響情報ハイディング・エンリッチメント 

 

受  賞：2014年 EMM研究会優秀研究賞 

 

学会活動：電子情報通信学会 シニア会員 

・マルチメディア情報ハイディング・エンリッチメント研究会（専門委員、幹事 

補佐、幹事） 

・情報ハイディング及びその評価基準委員会（専門委員―音響分野） 

・和文論文誌 D 編集委員会（2014年～2018年 編集委員） 

・シニア会員（日本音響学会 正会員） 

・九州支部（2011年,2013年,2014年 庶務幹事、2015年,2016年 評議員） 

情報処理学会（正会員） 

IEEE（正会員 



 

大学院生 

下 山 孝 一 郎 

 

 

2006年 大分大学医学部医学科卒業 

2006年 大分岡病院初期臨床研修医 

2008年 大分県立病院外科系後期研修医 

2010年 長崎大学病院腫瘍外科修練医 

2011年 大分県立病院呼吸器外科 

2014年 長崎大学大学院 

医歯薬総合研究科 

ハイブリッド医療人養成コース 

2015年 CHDR（ライデン市・オランダ） 

および LUMC留学 

 

専  門：呼吸器外科学 

 

研  究：アプリケーション開発・細胞移 

植・移植免疫 

 

資  格：外科専門医 

JPTECプロバイダー 

JATECプロバイダー 

初期臨床研修医指導医 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大学院生 

馬 場 雅 之 

 

 

2006年 川崎医科大学卒業 

2007年 国立病院機構長崎医療センター 

2010年 長崎大学病院 腫瘍外科 

2011年 北九州市立八幡病院 

2013年 健康保険諫早総合病院 

2014年 長崎大学病院 腫瘍外科 

2016年 郡家病院 

2017年 佐世保市総合医療センター 

 

専  門：乳腺外科 

 

研  究：医療用トレーニング機器開発 

ナノバブル（基礎・感染） 

 

資  格：外科専門医、乳癌認定医 



 

大学院生 

谷 口 大 輔 

 

 

2007年 長崎大学医学部卒業 

2007年 日本赤十字社長崎原爆病院 

初期研修医 

2009年 長崎大学病院腫瘍外科 修練医 

2010年 大分県立病院 呼吸器外科 

2011年 愛媛県立中央病院 呼吸器外科 

2012年 佐世保市立総合病院 

2014年 長崎大学病院 腫瘍外科（現職） 

 

専  門：呼吸器外科、乳腺外科、一般外科 

 

研  究：再生医療、医療機器開発、 

3Dプリンターの臨床応用 

 

資  格：日本外科学会 専門医 

日本呼吸器外科学会 専門医 

日本呼吸器内視鏡学会 専門医 

乳癌学会 認定医  

検診マンモグラフィー読影 認定医

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大学院生 

武 岡 陽 介 

 

 

2007年 長崎大学医学部卒業 

2008年 同研修医 

2009年 長崎大学腫瘍外科教室 入局 

2014年 長崎大学大学院 

医歯薬学総合研究入学 

 

専  門：消化器外科学 

 

研  究：バイオ 3Dプリンターを用いた消化管 

臓器の再生医療 

 

資  格：日本外科学会 外科専門医 

 



 

大学院生 

橋 本 泰 匡 

 

 

2007年 久留米大学医学部卒業 

2007年 長崎大学初期研修 

2009年 長崎大学腫瘍外科入局  

2010年 北九州市立八幡病院勤務 

2011年 佐世保市総合医療センター勤務 

2012年 嬉野医療センター勤務 

2013年 佐世保中央病院勤務 

2014年 長崎大学大学院入学 

社会人大学院 

（川棚医療センター勤務）  

2015年 長崎大学病院 腫瘍外科（現職） 

 

専  門：消化器外科 

 

研  究：新規鏡視下鉗子の開発 

再生医療 （脱細胞・再細胞化肺の細胞

外マトリックス、異種抗原に与える影

響） 

 

資  格：外科専門医 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大学院生 

小 畑 智 裕 

 

 

2008年 長崎大学卒業 

2010年 長崎大学腫瘍外科 入局 

2011年 佐世保市立総合病院 

2012年 大分県立病院 

2014年 諫早総合病院 

2015年 長崎大学大学院入学 

 

専  門：呼吸器外科学 

 

研  究：脱細胞骨格を用いた人工肺の作 

     成 

     人工肛門排泄音制御装置の開発 

 

資  格：日本外科学会専門医 



 

大学院生 

郡 家 聖 史 

 

 

2008年 川崎医科大学医学部位学科卒業 

2008年 川崎医科大学病院 

2010年 長崎大学病院 腫瘍外科 

2011年 北九州市立八幡病院 

2012年 周南記念病院 

2013年 国立病院機構嬉野医療センター 

2014年 佐世保市立総合病院 

2015年 国立病院機構長崎川棚医療センター 

2016年 長崎大学病院 腫瘍外科 

2017年 郡家病院 

 

専  門：消化器外科 

 

研  究：再生医療、医療機器開発 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大学院生 

久 永 真 

 

 

2008年 長崎大学医学部卒業 

2010年 長崎大学腫瘍外科入局 

2011年 佐世保中央病院 

2012年 嬉野医療センター 

2013年 北九州市立八幡病院 

2014年 国立病院機構大村医療センター 

2015年 佐世保総合医療センター 

2016年 長崎大学大学院 

医歯薬学総合研究科 

ハイブリッド医療人養成コース 

 

専  門：消化器外科 

 

研  究：再生医療、肺移植 

 

資  格：日本外科学会専門医 



 

大学院生 

小 山 正 三 朗 

 

 

2010年 長崎大学医学部卒業 

長崎大学病院初期研修医 

2011年 大分県立病院初期研修医 

2012年 長崎大学病院腫瘍外科入局 

2013年 北九州市立八幡病院 外科 

2014年 社会医療法人財団白十字会 

佐世保中央病院 外科 

2015年 独立行政法人国立病院機構 

嬉野医療センター 外科 

2016年 済生会長崎病院 外科 

長崎大学大学院入学 

2017年 長崎大学病院腫瘍外科 

 

専  門：消化器外科 

 

研  究：臓器保存、臓器移植、 

医療機器開発など 

  

資  格：日本外科学会 専門医 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大学院生 

溝 口 聡 

 

 

2010年 長崎大学医学部医学科 卒業 

2010年 福岡徳洲会病院 初期研修医 

2012年 長崎大学病院腫瘍外科入局 

（修練医） 

2013年 大分県立病院呼吸器外科 

2015年 諫早総合病院外科 

2016年 愛媛県立中央病院呼吸器外科 

2016年 長崎大学大学院 

医歯薬学総合研究科入学 

2017年 長崎大学病院腫瘍外科 医員 

 

専  門：呼吸器外科 

 

研  究：肺再生、肺癌 

 

資  格：日本外科学会専門医 

 



 

大学院生 

森 山 正 章 

 

 

2010年 長崎大学医学部卒業 

長崎大学病院初期研修医 

2011年 大分県立病院初期研修医 

2012年 長崎大学病院腫瘍外科入局 

2013年 佐世保市立総合病院 

（現佐世保市総合医療センター） 

2014年 日本赤十字社長崎原爆病院 

2015年 済生会長崎病院 

2016年 国立病院機構長崎医療センター 

長崎大学大学院入学 

2017年 長崎大学病院腫瘍外科 

 

専  門：消化器外科 

 

研  究：瘻孔用細胞治療器具の開発 

気管支断端瘻に対する自己細胞および

幹細胞を用いた再生医療 

消化管臓器の再生医療 

 

資  格：日本外科学会 専門医 

日本外傷診療機構 JATEC インスト

ラクターコース 修了 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大学院生 

石 井 光 寿 

 

 

2010年 長崎大学医学部医学科卒業 

2010年 長崎大学病院 研修医 

2011年 佐世保市立総合病院（現佐世保市総合医

療センター）研修医 

2012年 長崎大学病院 腫瘍外科 

2013年 愛媛県立中央病院 呼吸器外科 

2014年 諫早総合病院 外科 

2015年 佐世保市立総合病院（現佐世保市総合医

療センター） 外科 

2016年 宮崎大学医学部附属病院 

外科学講座 

2017年 長崎大学病院 腫瘍外科 

 

専  門：消化器外科 

 

研  究：臓器移植、 医療機器開発 

 

資  格：日本外科学会 専門医 

 

 



 

大学院生 

近 藤 睦 浩 

 

 

1996 年 長崎大学工学部卒業 

1996 年 長崎大学大学院工学研究科修士課程入

学 

1998 年 長崎大学大学院工学研究科修士課程修

了 

1998 年 長崎大学大学院海洋生産科学研究科博

士課程入学 

2002 年 長崎大学大学院海洋生産科学研究科博

士課程修了 

2015 年 長崎大学大学院医歯薬学総合研究科博

士課程入学 

 

専  門：機械工学、ロボット工学、設計工    

     学 

 

研  究：医療ものづくり 

 

資  格：博士（学術）：工学系 

日本機械学会畠山賞 

第二種情報処理技術者試験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大学院生 

朱 睿 

 

 

2013年 西日本工業大学工学部卒業 

2015年 長崎大学大学院工学研究科修士課程修

了 

2015年 長崎大学大学院医歯薬学総合研究科博

士課程入学 

 

専  門：機械工学、ロボット工学、制御工学 

 

研  究：医療機器開発 

 

資  格：日本機械設計技術者 3級 



 

大学院生 

吉 田 衣 里 

 

 

2007年 長崎大学工学部材料工学科卒業 

2009年 長崎大学大学院生産科学研究科 

物質工学専攻 卒業 

2015年 長崎大学大学院医歯薬学総合研 

究科博士課程入学 

 

専  門：材料工学 

 

研  究：医用材料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大学院生 

大 田 廉 

 

 

2015年 長崎大学工学部卒業 

2017年 長崎大学工学研究科卒業 

2017年 長崎大学大学院医歯薬学総合研 

究科博士課程入学 

2017年 株式会社MICOTOテクノロジー 

 入社 

    （旧株式会社テムザック 

技術研究所） 

 

専  門：機械設計、ロボティックス 

シリコン造形 

 

研  究：軟質素材で製作する甲状腺手術 

練習キット 

 



 

大学院生 

銕 尾 智 幸 

 

 

2010年 長崎大学病院医学部医学科卒業 

2010年 長崎大学病院研修医 1年目  

2011年 長崎原爆病院研修医 2年目 

2012年 長崎大学病院腫瘍外科（入局） 

2013年 周南記念病院 外科 

2014年 佐世保市立総合病院 外科 

2015年 佐世保中央病院 外科 

2016年 長崎川棚医療センター 外科 

2017年 長崎大学病院 腫瘍外科 医員  

 

専  門：一般外科 

 

研  究：細径ファイバースコープ開発 

3D バイオプリンターによる気道の再

生医療 

 

資  格：日本外科学会 専門医 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

技能補佐員 

松 尾 直 門 

 

 

2010年 崇城大学 生物生命学部 

応用生命科学科卒業 

2014年 長崎大学腫瘍外科 

     ハイブリッド医療人養成センター 

     技能補佐員 

 

専  門：分子生物学、医用生体工学 

 

研  究：3Dプリンターを用いた医療機器開発 

     臓器モデルの作成 

     再生医療（低酸素環境における血管新 

生の評価） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ハイブリッド医療人養成事業 関係者各位 

 

耳鼻咽頭・頭部外科学 金子 賢一 准教授 

耳鼻咽頭科 渡邊 毅 助教 

脳神経外科 出雲 剛 講師 

循環器内科 中田 智夫 助教 

呼吸器内科 中村 洋一 講師 

麻酔科 関野 元裕 講師 

工学部機械工学コース 盛永 明啓 助教 

工学部電気電子工学コース 藤本 孝文 准教授 

工学部電気電子工学コース 田中 俊幸 准教授 

工学部情報工学コース 喜安 千弥 教授 

工学部情報工学コース 酒井 智弥 准教授 

工学部情報工学コース 柴田 裕一郎 准教授 

工学部化学・物質工学コース 村上 裕人 准教授 

工学部機械工学コース創造工房 久田 英樹 技術職員 

工学部機械工学コース創造工房 鬼塚 祐人 技術職員 

 



 

コースの概要と養成の実績 



概要 

文科省の未来医療研究人材養成拠点形成事業（テーマ A：メディカル・イノベーション推進

人材の養成）における長崎大学のプログラムでは、学部教育として、「医療ものづくりマイン

ド育成カリキュラム」と大学院教育として、「ハイブリッド医療人養成コース」を設けている。

学部教育は、医学科３−６年生、工学科１−４年生を対象としており、医工学科研究室において

基礎的研究に触れることにより医工学技術への理解を深めると同時に、医療現場における医療

シミュレーターなどを体験することで、医療ものづくりに対する興味や関心を持たせることを

目的としている。大学院教育では、医学部を卒業した大学院生および工学研究科博士前期課程

を修了した大学院生を対象とし、医歯薬総合研究科および工学研究科の教員に加え、産学官連

携戦略本部および連携民間企業の教員陣が実践的な教育を行なう。実際に、医療現場における

工学医療機器の特徴や欠点を理解すると同時に、医工学の基本を理解し、技術展開する能力を

育成することを目的としている。修了者には、博士（医学）取得時に「ハイブリッド医療人」

の称号を与え、博士（工学）を論文博士にて取得可能とするシステムを構築している。これら

のコースにて、長崎大学における未来医療研究人材養成拠点形成事業の運営を担っている。 

 

総括 

学部教育である「医療ものづくりマインド育成カリキュラム」では、多くの工学部生、医学

部生に参加してもらい、医工学の現場に触れてもらうことで、医療におけるものづくりに対す

る興味を持ってもらうことができた。このなかから、実際にものづくりを行い、論文作製まで

たどり着いた学生もおり、またそのまま大学院コースへ社会人大学院生として進学し、現在研

究を継続してくれている学生もいる。学部教育の成果の一つであると考えている。 

大学院コースでは、臨床先端医療機器特論、メカトロニクス制御特論、ロボティクス特論な

ど医工それぞれの分野での最先端の講義を行い、学生は幅広い基礎知識が習得でき、大きな刺

激を受けていた。大学院セミナーでは、最先端の研究、製品づくり、特許情報を持っている大

学、企業、弁理士事務所から多くの講演者にご参加いただき、重要で最新の知識を得ることが

でき、実地研修として、実際に企業への訪問、見学、ミーティングを通じて、これまで見たこ

とのない世界からの刺激を受けた。これらを元に、医療機器、材料、システムの開発をアイデ

アから試作、特許取得へとつなげていった。特許では、長崎大学産学官連携戦略本部の知財部

門に協力いただき、多くの相談と特許に関する知識を得ることができた。学外連携セミナーで

は、オランダのデルフト大学（工学）、ライデン大学（医学）への短期、中期留学を経て、本

場の医工連携のシステムや研究を見学し、一部の学生では、実際に研究の一端を担うことで、

多くの経験を得ることができた。 

総括として、本プロジェクトの当初の目標はかなり達成できたと考えている。その客観的な

評価は、外部評価委員会にて行っていただいた。現コースに多数の大学院生が在籍しており、

本事業終了後も大学院コースとして継続を予定しており、さらに大きく発展していくよう努力

していく予定である。 

 

（文責）コーディネーター（医歯薬学総合研究科担当）松本 桂太郎 
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外部評価委員 

 

長崎大学 名誉教授 谷山 紘太郎 

長崎県工業技術センター 所長 馬場 恒明 

黒﨑医院 院長 黒﨑 伸子 

株式会社長崎かなえ 代表取締役 二宮 誠 

諫早総合病院 君野 孝二 

長崎総合科学大学 教授 杉原 敏夫 

 



大学院教育 プログラム・コースの概要 

 

 

大学名等 長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 

プログラム・ 

コース名 
ハイブリッド医療人養成コース 

対象者 医歯薬学総合研究科大学院生（医歯薬学系卒業者、工学修士修了者等） 

修業年限（期間） 4年 

養成すべき人材像 

医療機器ものづくりの仕組みを医工両面から理解し、医療系ニーズと工学系シーズの

現状を把握したうえで、将来的に医工の間に立って、橋渡し的な役割を担うことでお

互いの融合を図り、先端医療機器の開発に貢献できる人材を養成する。 

修了要件・ 

履修方法 
計 32単位以上を履修し、課題レポート提出と発表を評価する。 

履修科目等 

＜必修選択科目＞ 

臨床先端医療機器特論、臨床先端医療機器実習 

＜選択必修科目＞ 

メカトロニクス制御特論、ロボティクス特論 

電気駆動システム設計特論、学外連携セミナー 

＜共通科目＞ 

生命医療科学セミナー、生命医療科学概論・生命医療科学特論 

その他、所属専攻が開設する授業科目等 

教育内容の特色等 

（新規性・独創性

等） 

医療現場において使用されている工学医療機器の特徴や欠点を理解すると同時に、医

工学の基本の学理を理解し、技術展開する能力を育成する。講義、民間企業講師によ

るセミナー、海外産学連携施設での短期研修を通して、医療機器開発における企画か

ら製品化、事業化までの流れと、各種の資格取得、官公庁における許認可、特許申請

等について理解する。3Dプリンター等を用いた医療機器の企画・立案、試作機制作や

評価など、実践的な教育を行う。 

指導体制 

医歯薬学総合研究科教員 

工学研究科教員 

産学官連携戦略本部教員 

連携民間企業学外講師 等 

受入開始時期 平成 26年 4月 

 対象者 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 計 

受入人数 大学院生（医学系） 0 5 3 3 1 12 

受入人数 大学院生（工学系） 0 0 3 1 1 5 

 



学部教育 プログラム・コースの概要 

 

 

大学名等 長崎大学医学部医学科、工学部工学科 

プログラム・コース名 医療ものづくりマインド育成カリキュラム 

対象者 医学科 3～6年次生、工学科 1～4年次生 

修業年限（期間） 4年 

養成すべき人材像 
実臨床における医療機器の種類と原理や医用工学系技術の基礎を理解し、医療

ものづくりマインドを育成する。 

教育内容の特色等（新

規性・独創性等） 

医工学科研究室において基礎的研究に触れることにより医工学技術への理解

が深まると同時に、医療現場において使用されている先端医療機器を医療シュ

ミレータ―などを用いて体験することにより、医療現場で応用されている工学

技術を学び、医療ものづくりに対する興味や関心を持たせることができる。 

指導体制 

医歯薬学総合研究科教員 

工学研究科教員 

産学官連携戦略本部教員 等 

受入開始時期 平成 26年 4月 

 対象者 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 計 

受入人数 医学部生 ― 4 4 2 1 11 

受入人数 工学部生 ― 17 17 4 1 39 

 



 

シンポジウム 



平成 26年度ハイブリッド医療人養成コースシンポジウム 

 

■日 時：平成 26年 6月 28日（土） 8：50～12：50 

■場 所：長崎大学 医学部 良順会館ボードインホール 

■演 題：ハイブリッド医療人養成コースシンポジウム 

ファン・デン・ブルックとモーニッケ生誕 200年を記念して 

■演 者： 

あいさつ：未来医療人プロジェクト代表 長崎大学腫瘍外科 教授 永安 武先生 

１．「杉田玄白と蘭医学の主張：『狂医之言』を読む」 ／Ｗ．Ｊ．ボート先生 

２．「江戸・明治初期の医療器具について」 ／Ｗ．ミヒェル先生 

３．「日本近代医学の魁 オットー・Ｇ．Ｊ．モーニッケ」 ／相川 忠臣先生 

４．「日本近代科学技術の先駆者 Ｊ．Ｋ．ファン・デン・ブルック」／Ｈ．ボイケルス先

生 

５．「視学機器発展とボードインの臓器別医学講義」 ／相川 忠臣先生 

■参加者：77名（学外 14名、学内 63名） 

 

■内容：  

天然痘撲滅のため、牛痘を日本に広めたことで有名な、ドイツ人医師のオットー・ゴッ

トリープ・モーニッケ、設立時の長崎伝習所で科学の教鞭をとった、オランダ軍軍医ファ

ン・デン・ブルック、両者の生誕200年を記念したシンポジウムが、彼らが活躍した長崎の

地で行われました。これは、ハイブリッド医療人養成コースのコース科目の一つ、「学外

連携セミナー」の一貫として行われたものです。江戸・明治の頃の医学や科学技術、医療

器具の出島への伝来は、当時の日本人が、世界の最新の医学に触れる唯一の機会でした。

医工連携がテーマの柱となっている本プログラムにおいて、鎖国日本に西洋医学を伝え、

医学の近代化の礎となった外国人医師の活躍は、本プロジェクトの趣旨と見事に一致し、

携わる学生の前途を予感させるものです。 

 講演には、ハルメン・ボイケルス先生（ライデン大学スカリゲル研究所 教授）、ボート・

ウィレム・ヤン先生（ライデン大学地域研究所（LIAS） 教授）、ヴォルフガング・ミヒェ

ル先生（九州大学名誉教授）、相川忠臣先生（長崎大学名誉教授/日赤長崎原爆病院）をお

招きしました。それぞれの先生が、日本、特に長崎とオランダのつながりに造詣が深く、

本プロジェクトの熱心な支援者でもあります。江戸時代の医学の先駆者である杉田玄白や

ファン・デン・ブルック、モーニッケ、ポンペ、シーボルト、ボードウィン、松本良順等々、

彼らがもたらした最新の西洋医学の知識、医療機器の紹介していただくのみならず、かれ

らの辿った足跡や他の著名な人物や長崎とのかかわりをわかりやすく解説していただきま

した。 

 本プログラムの副題に、「出島マインドでものづくり」と記してあります。この「出島



マインドでものづくり」とは、先人たちが、江戸時代唯一開国していた長崎という場所で、

オランダとの交流、貿易により入ってきた医療技術や知識を積極的に取り入れ、生かして

きた歴史に倣い、本プロジェクトに携わる学生、教官に、医工連携を推進し、素晴らしい

ものづくりをしてもらおうという意図があります。 

 当時出島には、日本で唯一、世界の最先端の知識、文化が入ってくる場所でした。その

ような歴史のある長崎であるからこそ、その当時の人々の意思を受け継ぎ、再びこの地か

ら最先端の医療機器を生み出すことに意味があるのだと感じさせられるシンポジウムとな

りました。 

 さらに、本プログラムの学生は、オランダのライデン大学やデルフト工科大学等、海外

の大学への短期留学も可能です。すでに、第－陣として、医学部大学院生からライデン大

学（Center of human drug research：CHDR）、工学部大学院生からデルフト工科

大学への留学が決定しています。先人たちに思いをはせながら、海外留学でいろいろな経

験をして、未来医療人に不可欠な医工連携の“センス”を身に着けてきてほしいと思いま

す。 

  

左）左より、ヴォルフガング・ミヒェル先生、ボート・ウィレム・ヤン先生、ハルメン・

ボイケルス先生、相川忠臣先生 

中）ハルメン・ボイケルス先生 

右）永安 武 教授 

 

 

（文責）コーディネーター（医歯薬学総合研究科担当） 高木 克典 

 



平成 27年度ハイブリッド医療人養成コースシンポジウム 

 

■日 時：平成 27 年 10 月 24 日（土） 9：00～12：00 

■場 所：長崎大学医学部良順会館 2階 ボードインホール 

■演 題：「医工の絆」ハイブリッド医療人養成コースシンポジウム 2015 

～出島マインドで医療ものづくり～ 

 

 昨年度に引き続き、平成 27年度ハイブリッド医療人シンポジウムが医学部良順会館にて

開催されました。片峰長崎大学学長、

清水長崎大学工学研究科長、朝比奈長

崎大学大学院医歯薬総合研究科副科長

ご出席のもと、「出島マインドで医療も

のづくり」をメインテーマに開催され

ました。招待演者として、デルフト工

科大学より、Jenny Dankelman教授を

招き、御講演を行っていただきました。 

 前半は、大学院当教室に所属する医

学系学生 4 名と、工学系学生 3 名の計 7 名による研究内容報告が行われました。生検穿刺

のためのトレーナー作成、3Dバイオプリンターによる臓器生成、ライデン大学への留学報

告、鉗子作成の経過報告、新規培地作成と研究結果等、報告は多岐にわたりました。多く

は進行中のプロジェクトであったため、経過報告が殆どではありましたが、各々が今後の

結果が期待される研究内容であり、質疑応答も大変盛況の中、大学院生セッションを終了

することができました。 

 後半は Prof. Dankelman による御講演が行われました。 

 タイトルは”Minimally invasive techniques- recent developments in instruments, 

training and workflow”。現在デルフト工科大学で行われている医療デバイスの開発概要に

ついて御講演されました。 

 デルフト工科大学においては、医療デバイス開発の際のキーワードとして、”SMART 

design”というコンセプトを掲げられている

ということでした。 ”Simple” ”Minimal 

dimension” “Application based” “Reliable” 

“Transparent (intuitive to use)”の頭文字を

とったコンセプトです。このコンセプトを

元に、外科用鉗子、骨穿刺用ドリル、生検

鉗子等、多岐にわたる医療器具開発を行っ

ている現状が紹介されました。工学的観点



から、鉗子の角度や距離、材質などの検討項目を紹介されましたが、最後に手術室全体の

機器開発も紹介され、工科大学においてこれだけ大規模の医療機器開発が行われている現

状を知ることができました。また、デルフト工科大学とライデンメディカルセンター、エ

ラスムスメディカルセンターによる”Medical Delta”についても紹介され、オランダの主要

研究機関が連携しながら医工連携を進めているという現状も紹介されました。 

 最後に、2016年10月5日〜8日にかけて、

第 28回 International Society for Medical 

Innovation and Technology（SMIT）がデル

フト工科大学主催で開催されることが案内

されました。 

 今回は前半に大学院生が研究内容を報告

する、初めてのシンポジウムとなりましたが、

前半の研究報告に加えて後半の Dankelman

教授の招待講演と、非常に密度の濃いシンポジウムとなりました。 

 今後の大学院生の研究結果が待ち遠しいと共に、オランダにおける医工連携との情報交

換を今後も積極的に行っていきたいと願いながらの閉会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（文責）ハイブリッド医療人養成コース 医学系大学院生 4年 下山 孝一郎 



平成28年度ハイブリッド医療人養成コースシンポジウム 

 

■日 時：平成 29年 3月 14日（火）13：00～15：00 

■場 所：長崎大学医学部良順会館 2階 ボードインホール  

■演 題：第 1回 長崎大学-ライデン大学合同シンポジウム 

学術交流の新たな展開を探る 

■参加者：約 35名 

 

平成28年3月13日、14日の2日間、長崎大学医学部良純会館において第3回ハイブリッド

医療人養成コースシンポジウムが開催されました。今回は、長崎大学と学術交流を結んで

いるライデン大学と長崎大学の合同シンポジウム として、メインテーマを両大学の学術交

流の新たな展開を探ると定め、ライデン大学の医学部長 Pancras Hogendoorn 教授、Ton 

Raap 教授、 Cornelis van de Velde 教授の御三方をお招きし、開催されました。当シンポ

ジウムはすべて英語での発表で行われました。長崎大学片峰茂学長の開会のあいさつより

開会され、まず、長崎大学とライデン大学の学術交流に関して、当大学側から、医学部長

下川 功教授がお話をされ、次いでライデン大学側から医学部長 Pancras Hogendoorn 教

授がお話をされ、両大学の紹介や双方が考える学術交流の方向性に関して活発な意見が交

わされました。その後、両大学の研究に関する紹介へと続きました。長崎大学腫瘍外科の

臨床研究と基礎研究をセクションテーマに長崎大学松本桂太郎講師より腫瘍外科で行って

いる3Dプリンターを用いた研究について、角田順久講師よりtalaporfinを用いた光線力学

療法に関する研究について、土谷智史准教授より、Semi-dry dot-blot (SDB)法を用いたリ

ンパ節転移診断法に関する発表がありました。どの発表に対しても会場から複数の質問が

あり活発な議論が行われました。以上のような、腫瘍外科の研究の紹介の後、基調講演へ

と続きました。最初にお話しをいただいたのは、ライデン大学 腫瘍外科学Cornelis van de 

Velde 教授からSurgical Oncology Research at LUMCと題して、長崎県とオランダの交流

の歴史、ライデン大学と長崎大学の交流の歴史などのお話から、胃癌、腎癌、乳癌の臨床

研究や、ライデン大学で実際に行われているイメージガイドサージェリーに関する興味深

いお話を伺うことができました。二人目にお話しいただいたのはライデン大学分子細胞学

Ton Raap 教授からImaging in Cell Biology at the LUMC, ‘’Seeing is believing’’ “Shape 

dictates function’’という題名でライデン大学で行われている、ミクロの構造を可視化する

技術についての研究に関して、基礎的な内容から、実際の臨床応用に至るまで幅広く貴重

なお話を伺うことができました。3人目には長崎大学から組織細胞生物学小路 武彦教授か

らお話を伺いました。New trends in histochemical approaches to biomedical sciences as 

Nagasaki Brand という題名で、従来から行われている免疫化学染色の原理の説明には

じまり、現在、長崎大学で行われている、最先端の分子組織化学による解析の方法、結果



に関するお話を簡潔にわかりやすく伺うことができました。最後に、腫瘍外科学永安 武教

授より閉会の言葉をいただき閉会となりました。シンポジウム一日目を通して英語の発表

でしたが当コース学生をはじめ多くの来席の方々の真剣に聞き入る姿と英語での活発な議

論が行われたことが非常に印象的でした。 

2日目 

長崎大学工学研究科長清水康博教授、工学研究科山本 郁夫教授の御二方からの開会のご

挨拶があり開会となりました。長崎大学山崎直哉准教授より、ハイブリッド医療人養成コ

ースの御紹介があり、それに続き、当コース所属の大学院生による研究発表が行われまし

た。今回の発表は医学系3名、工学系5名が発表いたしました。最初に筆者（武岡）が僭越

ながら発表させていただきました。内容としては、当コースで我々が行っている、細胞の

みで、3Dバイオプリンター（regenova®）を用いて気管、食道などの管腔臓器を作成し移

植実験を行うというもので、ライデン大学の先生からの御質問もあり、慣れない英語をな

んとかひねり出し、解答させていただきました。非常に貴重な経験をさせていただきまし

た。2番目に大学院2年次小畑智裕が発表いたしました。脱細胞、再細胞化の技術を用いた

肺移植に関する実験の発表で、再細胞化に幹細胞を用いて行った肺組織の解析結果をライ

デン大学の先生方に見て頂きました。3番目に大学院3年次橋本康匡が発表いたしました。

彼も脱細胞に関する実験を行っており、脱細胞による免疫原性タンパクの一つであるαGal

が減少するという結果をライデン大学の先生に見て頂きました。4番目には大学院2年次近

藤睦浩が当コースの医学系大学院3年次の谷口大輔と共同で行っているバルーン構造を用

いた新規鏡視下用肺臓鉗子作成に関する発表をいたしました。従来品との比較、摩擦係数

の解析などを行っており、ライデン大学の先生方も興味深く聞いてくださっていました。

5番目には大学院2年次朱 睿が当コース医学系大学院3年次橋本康匡と共同作成している新

規腹腔鏡用鉗子に関する発表を行いました。従来にはないアイデアでの新規鉗子の作成を

行っており、会場からも多数質問がありました。6番目に大学院2年次吉田衣里から発表が



ありました。抗生剤による金属コーティング技術の応用に関しての発表で、会場から、改

善応用に関するアイデアもいただくことができていました。7番目に大学院2年次大田 廉か

ら、山本研究室で開発されたサメ肌構造を応用した手術鑷子作成に関する発表をいたしま

した。最後に大学院2年次岸川景子がサメ肌を用いた新規胸腔鏡用鉗子に関する発表を行

いました。手術鉗子の新規作成に関する4題ともに医学系のニーズと工学系の解析作成、

ものづくりの力が融合した当コースの目玉となる発表をライデン大学の先生方や会場にい

らした方々に知っていただけた良い機会と

なりました。最後にハイブリッド医療人養

成センター長、永安 武教授から総括をい

ただき、閉会となりました。本シンポジウ

ムは、大学院生としても日本にいながらの

英語漬けの二日間で国際的な感覚を磨く良

い機会となり有意義な二日間となりました。

今回、お越しいただいた先生方に他ではな

いような貴重なお話を頂けたことは当コー

スの発展にとって非常に有用であったと感

じたとともに大変感謝いたしております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（文責）ハイブリッド医療人養成コース 医学系大学院生 4年 武岡 陽介 



平成29年度ハイブリッド医療人養成コースシンポジウム 

 

■日 時：平成 29年 11月 9日（火）13：30～17：00 

■場 所：長崎大学医学部良順会館 2階 ボードインホール  

■演 題：第 4回「医工の絆」ハイブリッド医療人養成コースシンポジウム 2017 

     ～長崎県における医工連携の将来を考える～ 

■参加者：約 50名 

 

ハイブリッド医療人養成コースにおいて毎年開催しているシンポジウムは、重要な取り

組みのひとつである。これまで、別項のごとく、オランダから講師を招いて、最新の情報

収集とより強固な関係の構築、今後の研究に対する前向きな提案を目的として行ってきた。

今回は、本事業の最終年度であり、これまでの本事業の取り組みの総括と各研究の紹介、

さらには今後の長崎大学としての方向性を探るということをテーマに掲げた。「医工連携と

地域医療」と題して、独自の医工連携に取り組んでいる佐世保市の福田外科病院福田俊郎

院長、長崎大学未来医療研究人材養成拠点形成事業（テーマ B）の永田康浩教授にもご参加

いただき、我々の取り組みを今後どのように活かすかということや、新たな取り組みへの

参考となるべきものをご提供いただいた。また、外部評価委員の先生にもご参加いただき、

当事業の最終評価における参考としていただいた。 

清水康博工学研究科長およびハイブリッド医療人養成センター長である永安武医学部長

からの挨拶をいただき、この事業の４年半の総括をハイブリッド医療人地域交流促進室長

山崎直哉准教授より説明いただいた。まずは、学部教育コース「医療ものづくりマインド

育成カリキュラム」と大学院コース「ハイブリッド医療人養成コース」の活動内容、受け

入れ人数について触れられ、別記のごとく、多くの学生、大学院生に参加してもらい、こ

のコースを運営出来たことが報告された。また、このなかから、最終年度に大学院卒業生

がでたこと、来年度卒業の目処が立った学生がいることなど、このコースの成果も述べら

れた。関係の方々、初めてシンポジウム参加された方、外部評価委員の方にもコースの概

要、成果を大まかに把握していただけた。 

つづいて、大学院生がいくつかの研究成果を発表した。1つ目は、４年生の馬場雅之と３

年生の小畑智裕による、手術手技シミュレーションシステムの開発についてであり、とく

にこれまで市販がなかった、甲状腺穿刺モデルについての研究発表であった。この研究は、

市販も見据えて、株式会社 MICOTO テクノロジーと共同研究を行っている。２つ目は、4

年生の谷口大輔による、気道、消化管などの再生医療材料の開発についてであり、この研

究はバイオ３Dプリンターである「Regenova」を用いて行っており、世界でも他にない研

究の１つである。論文にもアクセプトされ、今後についても大学院 2 年生が引き続き研究

を行っている。3つ目は、3年生の近藤睦浩による、手術用鉗子の開発である。これは、近

藤睦浩は工学系大学院生であり、医学系の谷口大輔と協力し、研究を行ってきた。企業と



の共同研究という形で行ってきており、論文発表も行なうことが出来た。４つ目は、同じ

く工学系３年生の朱 睿による手術用鉗子の開発である。これは、医学系４年の橋本泰匡と

協力しておこない、論文発表まで行っている。このように、具体的内容の発表は、このプ

ロジェクトをより深く理解していただくことに、非常に有効であったと思われる。しかし

ながら、他の特許が関係する研究については詳細を述べることができず、その点に関して

は残念であったが、将来的にはそれらを発表する機会を設けたいと考えている。 

続いて、大坪竜太助教による留学報告であった。これは、長崎大学とライデン大学との

関係から、当腫瘍外科と先方の外科学教室との間で、研究の relationship を持つという取

り組みの一貫であった。2016年 10月から 2017年 9月まで、主に Image Guided Surgery

をテーマとして、研究を行った。これには医工連携も大きく関与し、今後手術をより安全

で正確なものとするための大きなツールであると考えられ、最先端の技術、システムを学

んで来たことがわかった。また、単身での留学ということで、長期留学について、若い先

生にも参考になったと考えている。 

以上のような、当事業に関する総括を終え、当コースの次へのステップとしての提案と

して、「医工連携と地域医療」—長崎県における医工連携の将来を考える—をテーマに発表、

議論を行った。佐世保市で病院を運営されている福田俊郎院長（医療法人光省会福田外科

病院）が、「当院での診療・検診システムの IT 化について」と題して、独自のシステム作

りについてご講演いただいた。企業との連携から製品化、実用化までを説明いただき、そ

のシステムの有効性もさることながら、そこまでの過程や問題解決の方法など、我々にも

大きな印象を与えて頂いた。これは、地方からでも様々な独自の取り組みを行っていける

という証明であり、このシステムも様々な形で我々の取り組みに、組み込んで行くことも

可能であると思われた。 

同様に、地域医療における人材育成に関して、「医療と福祉のハイブリッド型医療人育成

システム」と題して、地域包括ケア教育センター長である永田康浩教授にご講演いただい

た。長崎県に特有の離島、遠隔地との連携や、市内の病院、医院との協力を元に、福祉と

医療を同時に考えることができる人材の育成についての取り組みであった。人材育成に関

しては、体験を元に新たなことを学んでもらうという意味において、我々と同様の取り組

みであり、地域に根ざし、ネットワークを用いていることにおいても、今後協力しながら

進めていくことができると考えられた。 

上記のような地域における取り組みに対して、我々の研究である株式会社クリプトンと

の共同開発である遠隔医療機器について「遠隔医療診断機器の開発と今後の展望」と題し

てご紹介した。携帯型（小型スーツケース）の高画質映像システムであり、現在のインタ

ーネットインフラ（無線通信も含む）で、携帯電話での通信とは比較にならない高画質動

画を双方向でつなぐことができ、さらには様々な医療機器を接続できることで、遠隔地で

の患者診療、遠隔診断を可能にする装置である。遠隔医療に大きく貢献できるシステムで

あると、多くの方々にご評価いただいた。これを永田教授などと連携し、今後実用化につ



なげていくことができればと考えている。 

我々の取り組みのひとつとして、永安武医学部長から、自ら開発に携わった手術用鮫肌

攝子について紹介があった。これまでの攝子と比較し、把持力に優れており、今後内視鏡

手術用や他の手術領域にも応用し、幅広く展開していく予定である。最後に、永安武医学

部長から、これまでの総括と今後の長崎大学としての方向性について様々な話がなされ、

参加いただいた皆様にご理解と今後のご協力について、前向きなお言葉をいただいた。 

今回のシンポジウムは、これまでの英語によるシンポジウムとは違い、また５年間の総

括と今後についての議論ということもあり、多くの方々に参加いただき、議論も白熱し、

非常に有用であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（文責）コーディネーター（医歯薬学総合研究科担当） 松本 桂太郎 



 

  



 

大学院セミナー 



ハイブリッド医療人養成コース 

「臨床先端医療機器特論」学外講師によるセミナー開催 

 

■日 時：平成 26年 6月 13日（金）16：30～17：30／18：00～19：00 

■場 所：ハイブリッド医療人養成センター及び長崎大学病院腫瘍外科医局 

■講 師：株式会社クリプトン 代表取締役 濵田正久 

■演 題：新製品、新発明による新市場の創造 

■参加者：約 30名 

 

医療用映像システムやスピーカーをはじめとする音声技術など、業界最先端の技術とサ

ービスを提供している株式会社クリプトンより、代表取締役の濱田正久氏をお招きし、セ

ミナーを開催しました。 

 濵田代表取締役からは、製品開発のモチベーションから、ニーズとそれにこたえるシー

ズ、新たな市場の開拓等に関する、研究者でもある濱田さんの、研究者、経営者、双方の

視点から講演いただきました。 

 講演の中で濱田氏は、「大金を費やせば、いいものを作り出せるのは当然。ただ、使用料

も当然高額となる。それでは一部の人もしくは、一部の研究のみにしか使えないものとな

る可能性が高い。実際に多くの人や国で使用できるようにするためには、最小限度の投資

で誰でも使えるシステムを構築するということを考えなければならない。今あるものを使

ってより良いものを提案し、なにより実際に使ってもらうことが重要。それが最新技術と

いうものであり、競争力そのものではないかと思います。その商品、システムなどが普及

することによって、新市場も作り出すことができる。」（講演内容一部抜粋）と説明し、安

価で高性能なものを創造し、普及させることの重要性を強調していました。 

 医療者側に耳慣れない、ニーズやシーズ、市場開拓など、貴重な話ができました。医学、

工学、それに企業（産業）の連携は、本プロジェクトの核となる理念です。記念すべき第 1

回から、医学や工学関係の研究しかしてこなかった学生たちにとっては非常に新しく、刺

激的なセミナーとなりました。 

学生からは、長崎県が直面している、離島医療に関する課題が例示されました。本課題

の大きな問題点は、医師不足や自治体の資金不足を背景に、離島民が、平等かつ標準的な

医療が享受できない可能性があることです。ディスカッションでは、それを解決するため

に、最新の情報伝達システムを用い、離島の既存のインフラを最大限活用し、無駄な投資

を極力控えて高度機能病院と緊密に連携できないかなど、今後十分に検討の余地がある解

決案も示されました。 

 今後もこのように企業とのディスカッションを定期的に行うことによってそれぞれのア

イデアを具体化させ、医工連携を図りながら医療機器開発を進めていく予定です。 



 

 

 

（文責）コーディネーター（医歯薬学総合研究科） 高木 克典 

 

 

 

 

 

 

 

 



ハイブリッド医療人養成コース 

「臨床先端医療機器特論」学外講師によるセミナー開催 

 

■日 時：平成 26年 9月 5日（金）16：30～17：30／18：00～19：00 

■場 所：ハイブリッド医療人養成センター及び長崎大学病院腫瘍外科医局 

■講 師：旭化成メディカル株式会社 三浦司和氏 

■演 題：メディカル分野における膜・吸着技術の応用 

■参加者：約 25名 

 

 今回は、医療用の様々な膜構造製品、吸着技術をもち、同分野でトップシェアを誇る、

旭化成メディカルの三浦司和氏をお招きしました。ハイブリッド医療人に所属する教官、

学生に、オープンディスカッションを、長崎大学医歯薬総合研究科に属するすべての教官、

院生、向けに大学院セミナーを行っていただきました。 

ディスカッションでは、旭化成メディカルが保有する最先端の技術を駆使して提供でき

るものや、今後の新技術開発の可能性、研究の方向性等の説明があり、医療者側からは、

膜の吸着技術を使用した、細胞等の回収に関する提案や要望、現行品のカスタマイズや改

良に関する質問や提案などがされました。長崎大学工学研究科長の石松先生も加わり、企

業と医学、工学の異なる 3つの専門家の視点からディスカッションすることができました。

異分野間の交流やディスカッションは、ブレインストーミングを可能とする少ない機会で

す。今回の異分野間の交流を通じて、相互理解が深まることこそが未来医療人養成にとっ

て有用であると考えさせられました。 

 セミナーでは、旭化成メディカルの製品開発に伴う苦労話から、最新技術を駆使した製

品の構造、今後の医療製品開発に関するお話など、広い範囲の話をしていただきました。

特にプリオン除去技術について興味深い話がありました。プリオン感染症は頻繁に見る感

染症ではありませんが今後拡大していく可能性があります。一般的な消毒にも抵抗性を示

し、プリオン患者に使用した検査、手術器具の洗浄、滅菌は非常に厄介で、安全な医療を

提供するために重要な問題です。血液製剤等、生物由来製剤を精製するときにも、プリオ



ン除去は必須で、旭化成メディカルのプリオン吸着膜がその重要性を担っていることが紹

介されました。 

受講者からはプリオン除去技術について、今後の展望や改良、応用の可能性などの多数の

質問が出て、活発な議論が展開されました。 

 

 

 

（文責）コーディネーター（医歯薬学総合研究科） 高木 克典 

 



ハイブリッド医療人養成コース 

「臨床先端医療機器特論」学外講師によるセミナー開催 

 

■日 時：平成 27年 1月 27日（火）19：00～20：00 

■場 所：長崎大学病院 第三講義室 

■講 師：長崎大学大学院工学研究科 システム科学部門 機械科学分野 山本郁夫教授 

■演 題：先進的ロボット・メカトロニクスの開発 

－生物運動型ロボットの医学応用について－ 

■参加者：約 30名 

 

本公演では、九州大学航空宇宙工学部出身で、現、長崎大学工学部機械科学分野教授、

山本郁夫先生にご講演いただきました。山本先生は JAXA のきぼうプロジェクトにも携わ

っておられ、多方面で活躍されています。また、お魚ロボットに代表される生物運動型ロ

ボット開発された、有名な先生です。山本教授が開発した、魚型ロボットは、実際に魚の

泳ぎを解析し、ロボットで忠実に再現したため、その形状は、本物の魚と見間違うほどで、

また、実際に機能を発揮できるため、泳力があり、水中をスムースに進むことができます。

その他にも、生物の運動、機能を製品に取り入れた医療機器の開発、バイオミメティクス

等、山本教授がこれまでに開発した種々のロボットを中心に解説していただきました。 

質疑応答の時間では、山本教授の発明のきっかけや苦労話、新しい発想が生まれるセレ

ンディピティの話など、とても貴重な話を聞くことができました。 

今後の本プロジェクトの方向性として、医・工・企業がそれぞれの垣根を越えて融合し、

新たな研究開発をしなければなりません。山本先生のチームとは、実際に、現存する生物

の特性を生かした鑷子等の手術器具開発ですでに共同開発を開始しています。本プロジェ

クトの工学系のコラボレーション先として山本先生のグループは必要不可欠なグループで

あること再確認し、また頼もしさも感じました。医工連携は、それぞれのシーズやニーズ

をよく理解しなければなりません。現存の技術を応用、改良しようにも、まず既存の技術

を認識しなければ研究開発を始めることはできません。医療側で山本先生の技術を知るも

のはごく少数で、同じ学内でもいかに交流が少ないかという現実を痛感させられました。

本プロジェクトはそのような問題を解決してくれる希少なプロジェクトで、その存在意義

を痛感させられた講演でした。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（文責）コーディネーター（医歯薬学総合研究科） 高木 克典 

 



ハイブリッド医療人養成コース 

「臨床先端医療機器特論」学外講師によるセミナー開催 

 

■日 時：平成 27年 9月 18日（金）18：00～19：00 

■場 所：長崎大学病院 第 6A講義室（歯学部本館 6階） 

■講 師：奈良県立医科大学医学部化学教室 酒井宏水教授 

■演 題：人工赤血球（ヘモグロビンベシクル）製剤の有用性と安全性 

■参加者：約 35名 

 

人工赤血球の分野の第一人者である酒井 宏水教授をお迎えし、これまので開発の経緯

や今後の研究、臨床応用への展開について御講演頂きました。 

 人工赤血球 (Hb-V)は NAT(核酸増幅)検査済の献血由来の有効期限切れ赤血球をウイル

ス不活化/除去し、脂質膜で被覆して PEG修飾した Hb小胞体のことをいいます。感染源を

含まず、血液型が無く、長期間の常温保存が可能であることを特徴としており、現在に至

るまで臨床応用に向けた研究がなされています。ラット血液量の 90％近くまで Hb-V で交

換輸血したところ、赤血球と同等の酸素輸送量で生存できたことが確認され、ラットの循

環血液量の 50%脱血したショックモデルに対しても良好な成績が得られおり、Hb-Vの酸素

運搬体としての有効性が示されています。このような研究成果から Hb-Vは出血性ショック

蘇生液としてだけでなく、術中出血液の補充、術前血液希釈、急性貧血または稀少血液型

の患者への輸血など輸血代替としての利用が期待されています。 

 Hb-Vは輸血代替以外にも臨床応用が期待されています。ラット下肢切断端の大腿動脈よ

り Hb-V を組織保存液として還流することで再接着されるまでの虚血時間が延長したこと

が確認されています。またHb-Vは直径が 200-250nmとヒトの赤血球の 1/30程度であり、

赤血球が到達しにくい非常に微小な血管に内にも酸素を運搬できると考えられ、脳梗塞や

狭心症といったような様々な循環器疾患への治療薬としての利用も考えられており、ラッ

ト脳梗塞モデルでは脳実質内の好中球浸潤が抑制され、神経症状も改善できたことが報告

されています。腫瘍組織への酸素分圧を上昇させる放射線増感剤や一酸化炭素を結合させ

た抗炎症剤としての新しい利用法にも成果が出てきており、Hb-Vの有効性は多岐に渡って

おり、その実用化が望まれています。 

 

 

 

 

（文責）長崎大学 腫瘍外科 濵田 聖暁 



ハイブリッド医療人養成コース 

「臨床先端医療機器特論」学外講師によるセミナー開催 

 

■日 時：平成 27年 12月 17日（木）18：00～19：00 

■場 所：長崎大学病院 1階第三講義室 

■講 師：西澤国際特許事務所 弁理士 西澤利夫先生 

■演 題：医学機器の特許取得について 

■参加者：30名 

 

 今回弁理士の西澤先生より医学機器の特許取得についての講演をいただいた。（特許）

発明とその保護についてや、その特許取得手続きや要件など事細かく説明していただきた

いへん勉強になった。またその中でも医学・工学との関わり合いや今後の研究開発、人材

育成に役立つ講演内容についても盛り込まれており、大変興味深く有意義な講演であった。

講演後も積極的な質疑応答が飛び交っており、たいへん有意義な時間となりました。 

 

～内容：医学・医療と特許について～ 

・九州・長崎、医学医療への思い       ・論文発表と特許出願 

・ノーベル賞と特許の話題          ・権利判断の留意点 

・大学特許の意義と課題           ・リサーチ・ツールの特許問題 

・（特許）発明とその保護について      ・特許権についての誤解 

・特許取得の手続きと要件          ・医療・医学の特許対象と課題 

・科学（学術）と技術（特許）        ・課題の例示 

            ・大学・企業共同研究の課題例 

 

 

（文責）ハイブリッド医療人養成コース 医学系大学院生 2年 小山 正三朗 

 



ハイブリッド医療人養成コース 

「臨床先端医療機器特論」学外講師によるセミナー開催 

 

■日 時：平成 28年 2月 5日（金）18：00～19：00 

■場 所：長崎大学病院 1階 第三講義室 

■講 師：佐賀大学医学部臓器再生医工学講座 中山功一教授 

■演 題：臓器再生を目指したバイオ 3Dプリンタの開発とその応用について 

■参加者：約 30名 

 

今回のセミナー講演は、バイオ 3Dプリンタの第一人者である中山教授をお呼びしご講演

賜った。分離した細胞が基本的に備えている細胞凝集現象を利用し作成した細胞凝集塊

spheroidを用い、それを剣山に積層する技術＝3次元構造体を作成するバイオ 3Dプリンタ

（Regenova®）についての講演であった。佐賀大でこれまで取り組まれてきたバイオ 3D

プリンタの実験内容をわかりやすく説明していただき、また研究での現状やその課題につ

いても触れてお話しいただきたいへん興味深く、関心度の高い講演であった。当科でもこ

のバイオ３D プリンタ（Regenova®）での研究をいくつか行っているが、その第 1 人者で

ある中山先生よりご講演いただけることでその現状抱えている疑問などのヒントのいくつ

か話していただけて大変有意義なセミナーであった。 

 

 

（文責）ハイブリッド医療人養成コース 医学系大学院生 2年 小山 正三朗 

 



ハイブリッド医療人養成コース 

「臨床先端医療機器特論」学外講師によるセミナー開催 

 

■日 時：平成 28年 3月 14日（月）18：00～19：00 

■場 所：長崎大学病院 歯学部本館 6階 6A講義室 

■講 師：Yale大学 医学部内科消化器科 岩切泰子准教授 

■演 題：アメリカの大学におけるキャリア形成 

■参加者：約 25名 

 

今回の大学院セミナーはアメリカ Yale 大学医学部内科消化器科 准教授でいらっしゃい

ます岩切泰子先生より、アメリカの大学での教室運営・研究室運営についてお話しいただ

いた。ご自身の留学経験や、外国と日本の違いや海外で働くという実体験を交えてのお話

は、短期留学・海外研修を控えている本コースの学生のモチベーションが高まる良い機会

となった。 

また講演後の質疑応答も活発に行われ、留学予定者への的確なアドバイスや女性目線で

のキャリアアップ、海外で働く事を視野に入れたキャリア形成等の講演は、とても有意義

なものとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（文責）ハイブリッド医療人養成コース 医学系大学院生 2年 小山 正三朗 

 



ハイブリッド医療人養成コース 

「臨床先端医療機器特論」学外講師によるセミナー開催 

 

■日 時：平成 28年 11月 2日（水）18：00～19：00 

■場 所：長崎大学病院 中央診療棟 4階 多目的研修室 

■講 師：株式会社テムザック技術研究所 代表取締役社長 檜山康明 

■演 題：医工連携による医療・福祉ロボット開発の挑戦 

■参加者：約 35名 

 

 Da Vinci Surgical Systemは、米国インテュイテュブ・サージカル社が開発したマスタ

ースレイブ型内視鏡下手術用の手術用ロボットで、医療用ロボットの存在を大きく知らし

めました。その他、医療分野におけるロボットはより実践的な高度教育などにも応用され

ています。さらに、介護福祉の分野では介護ロボットの開発により、介護者の負担軽減や

利用者の自立支援を行うツールとして大きな注目をされています。今回、鳥取県米子市に

あるテムザック技術研究所より代表取締役社長の檜山康明氏をお招きして、鳥取大学医学

部付属病院との共同研究開発や山陰エリアでの地域連携の取り組みについてご講演をいた

だきました。 

 実際には歯科学生に向けた実習や実践用に開発された歯科患者シミュレーターや歩行困

難者の移動や生活を支える乗り物などを開発されており、医学部との連携で共同開発され

た実例を提示されながら、非常に興味深い講演となりました。特に、鳥取大学医学部付属

病院との共同開発の成功例については、当コースのこれからの研究におけるモデルとして

非常に勉強となりました。また、この取り組みについて医学部側からではなく企業側から

の視点でのご講演であったことも非常に有意義でありました。今後、私たちの各研究・開

発テーマにおいて、医学部・工学部のみならず企業との連携において大きな勉強となりま

した。 

 

（文責）ハイブリッド医療人養成コース 医学系大学院生 2年 溝口 聡 



ハイブリッド医療人養成コース 

「臨床先端医療機器特論」学外講師によるセミナー開催 

 

■日 時：平成 29年 7月 6日（木）17：30～ 

■場 所：長崎大学病院 中央診療棟 2階 第一会議室 

■講 師：総務省 大臣官房審議官 情報流通行政局担当 吉岡てつを 

■演 題：医療等分野の ICT利活用推進に関する総務省の取組について 

■参加者：約 30名 

 

 これまでの ICT（Information and Communication Technology）は、コンピュータやイ

ンターネットにより、「ヒト」の情報をデジタル化・共有化し、社会経済を効率化・活性化

するものでありましたが、IoT（Internet of Things）は自動車、家電、ロボット、施設な

どあらゆる「モノ」のデータ化やそれに基づく自動化等が進展し、新たな付加価値を生み

出すもので、IoTの時代に入ってきていると言えます。今回のセミナーでは、総務省大臣官

房審議官情報流通行政局の吉岡てつを氏をお招きして医療分野の ICT 利活用促進における

総務省の取り組みについてご講演をいただきました。 

 講演では、医療 ICT に関する政府の方針や 4K・8K 推進事業、クラウド型 HER、PHR

モデル構築事業、AI を活用した保健指導システムなど多岐にわたる項目について詳細なお

話をお聞きすることができました。特に 8K内視鏡や 8K技術を活用した遠隔医療など、こ

れまで未来の話として捉えていたことが現実に実現可能と思われる段階まできていること

を再認識させられました。また、この変革期に後れをとらぬよう私たちも知識を絶えず更

新して新しい情報を共有していくことが重要と感じました。 

 

 

 

 

 

（文責）ハイブリッド医療人養成コース 医学系大学院生 2年 溝口 聡 



ハイブリッド医療人養成コース 

「臨床先端医療機器特論」学外講師によるセミナー開催 

 

■日 時：平成 29年 9月 22日（金）18：00～19：00 

■場 所：長崎大学病院 第一外科医局 

■講 師：国際医療福祉大学大学院 医療福祉学研究科 准教授 杉本真樹 

■演 題：3D画像診断の最新技術 

■参加者：約 30名 

 

 我々の生活における画像技術の進歩は目覚ましく、医療においても画像診断や内視鏡画

像の進歩により、十数年前の医療から大きな変化を遂げました。2Dの画像はより鮮明に投

影できるようになり、2D から 3D 再構築を行うことでより現実の視覚情報に寄せた画像を

得ることができるようになりました。3D 画像の最新技術として VR（仮想現実）、AR（拡

張現実）、MR（複合現実）があります。これらの技術を応用して VR ゴーグルや AR タブ

レット、MRウェアラブルグラスなどが市販されるようになり、これらの技術の医療分野に

おける応用もなされるようになってきました。今回は、国際医療福祉大学大学院医療福祉

学研究科の杉本真樹准教授をお招きし、VR、AR、ホログラムといった最先端の 3D画像診

断についてご講演をいただきました。 

 現在の医療に関わる画像技術についてご説明をいただいたあと、実際に VRが体験できる

機器をお持ちいただき、参加者に体験させていただきました。この VR技術では、患者の体

内に入り込んだような感覚で臓器の裏側や内腔を全方位的にとらえることもでき、ユーザ

ーに実体験を直観的に共有することが可能となります。これまで知識としては知っていた

VR 技術を講演の中で実際に触れることで未来の医療の形の一つを想像することができま

した。 

 

 

 

（文責）ハイブリッド医療人養成コース 医学系大学院生 2年 溝口 聡 



ハイブリッド医療人養成コース 

「臨床先端医療機器特論」学外講師によるセミナー開催 

 

■日 時：平成 30年 2月 16日（金）18：00～19：00 

■場 所：長崎大学病院 1階 第三講義室 

■講 師：株式会社ソリューションフォース 代表取締役 藤本 達雄 氏 

■演 題：モルトロンオゾン分子水によるバイオセキュリティ技術 

■参加者：25名 

 

 中小企業で画期的な技術を開発したソリューションフォースの藤本達雄様にご講演いた

だいた。その技術の根幹は、オゾン分子を水分子中に超高密度で分散させたモルトロンオゾ

ン分子水である。これは、通常のオゾン水と大きく異なり、長時間、高濃度で水中に溶解で

き、オゾンの作用を十分に発揮させる技術である。実際に、人獣共通感染症ウイルス、他の

微生物、化学物質、放射性物質への効果があり、その作用も早い。これらは、現在様々な工

場、機器などの洗浄に用いられ、その効果を示している。今回、医療機関、医療への応用の

ヒントとして、様々な医療現場での可能性も含めご講演いただいた。 

  

 

 

 

（文責）コーディネーター（医歯薬学総合研究科担当） 松本 桂太郎 



 



 

学外連携セミナー 



学外連携セミナー：ライデン大学研修 

 

ハイブリッド医療人養成コース 医学系大学院生 4年 下山 孝一郎 

 

平成 27年 1月から 6月まで学外連携セミナーとして、オランダライデン市にあるCenter 

for Human Drug Research（以下 CHDR）および Leiden University Medical Centre（以

下 LUMC）へ半年間短期留学を行ったので報告する。 

私の留学期間を 3つに分けるとすれば、住環境の整備や留学に際する諸手続に追われた 1

月、Image-guided surgeryについて勉強した 2月と 3月、指導担当であった Dr. Rissmann

が関わる皮膚科領域の研究に関わった 4月〜6月とすることができる。 

渡航したのは平成 27年の 1月中旬であった。留学の話が出てから 1年弱、実際の渡航日

程と予定されていた 9月頃からおよそ 4ヶ月遅れの渡航となった。平成 26年 6月末で臨床

から研究へと大学院生活がスタートしたが、渡航までの 6 ヶ月間は渡航調整や情報収集等

に追われた。しかしこの準備期間があったため、2週間前に決定した渡航日を混乱無く迎え

ることができた。 

着任した CHDRはいわゆる治験施設である。人への投与開始である第一相、第二相臨床

試験を中心に、あらゆる分野の多数の治験を進めており、LUMC や近隣企業と協力して治

験ボランティアを募集してプロジェクトを進めている。シンポジウムの項で、滞在期間の

前半に私が関わった Image-guided surgeryについて述べたので、本項では後半関わった皮

膚科関連のプロジェクトについて述べる。 

CHDRにおける私の直接の世話役だった Dr. Robert Rissmannは、自ら進める皮膚科領

域のプロジェクトに参加してはどうかと提案してくれた。乾癬等に使用する軟膏

（Omiganan®）の治験に利用する、AquaFlux AF-200®（Bio社）（写真 1）による皮膚か

ら発する水分量の検証をデータ化した。本デバイスは、先端を皮膚に押しつけることによ

り、押しつけた皮膚領域から発する水分量を測定し、皮膚の湿潤環境を測定できるもので

あった。湿疹や健常皮膚から発する水分量を比較することで、軟膏の効果を数値で以て客

観的に実証できることが期待されたが、プロジェクト中途での留学期間終了によって、プ

ロジェクト途中でのデータを得るにとどまった。しかしそのデータは客観的有意性を証明

できうる可能性を示すものであった（秘匿性によりデータは非提示）。 

留学期間の最終週に、CHDRスタッフを集めて 20分間のプレゼンテーションを行ったが、

その経験や、終了後のFarewellパーティーは決して忘れることのできない経験となった（写

真 2）。 

オランダ生活についてであるが、ライデン留学は妻と子供 3 人一家揃って渡航した。全

員分の滞在許可や住民カードの取得、子供の学校探しに奔走し、安定したオランダ生活を

開始するのに 1 ヶ月程度を要した。行った諸手続は細分化して後続の日本人向けに記事に

してアップロードした。 



渡航して 2ヶ月経過した頃、韓国人留学生の Dr. Lim一家と共に所長の Prof. Cohenよ

り自宅でのパーティーに招待された。オランダ料理と文化について色々と御教授いただき、

大変楽しい時間を過ごさせていただいた（写真 3）。 

子供は日本人学校は距離が遠く、International スクールは学費が高額な上、定数いっぱ

いで満員であったため、地元の公立の小学校へ入校した。幸いしたのは、小学校 1 年生に

当たる長男の学年に、日本語を話せる男の子がいたことであった。これは本当に幸運だっ

た。学校からのお知らせは全てオランダ語で通知が来るのだが、逐一ライデン大学日本語

学科を卒業した保護者が訳してくださったのだ。ただ子供達を見ていて思ったことは、子

供の遊びには言葉は必要ないのだな、ということだった。子供達は毎日現地の子供達に混

ざって楽しそうに過ごせていた（写真 4）。 

週末はレンタカーで隣国のベルギーやドイツ、取れといわれて取得した夏期休暇にはフ

ランスまで足を伸ばして観光を楽しむことができた。 

本留学によって、とても濃い充実した 6 ヶ月間を私だけでなく家族も過ごすことができ

た。最後に本留学が実現するに当たってご尽力いただいた、当時長崎大学大学院研究科長

の小路教授、腫瘍外科の永安教授、Leiden大学の Prof. Beukers、Prof. Raap、Prof. Cohen、

私生活において甚大なる手助けをいただいた、Hilhorst 夫妻（写真 5）、Van Koaten 夫妻

に深く感謝申し上げます。 

＜写真 1：AquaFlux AF-200®（Bio社）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

＜写真 2：Farewell partyにて＞ 

写真左上が Dr. Robert Rissmann 

 

 

 

 

 

 



＜写真 3：Prof. Cohen宅にて＞ 

写真右から私、Dr. Lim、Prof. 

Cohen  

 

 

 

 

 

 

 

＜写真 4：Joppensz小学校にて＞ 

左上が中国人、写真真ん中と右上が

Van Koaten夫妻 

 

 

 

 

 

 

 

＜写真 5：夫婦でライデン大学日本

語学科卒のHilhorst夫妻と＞ 

 



学外連携セミナー：ライデン大学研修 

 

ハイブリッド医療人養成コース 医学系大学院生 4年 馬場 雅之 

 

 2014 年 11 月 18 日から 24 日までオランダ訪問しました。今回は留学に向けての視察が

最大の目的です。 

 私はこれまで 36年間、一度も海外に行った事がありませんでした。出国手続き、長時間

の飛行機滞在、入国手続きなど全て体験するのは初めてでした。オランダ schiphol 空港で

は早速、荷物が見つからないという洗礼を受けましたが、語学力を最大に活用し何とか荷

物を探し出す事ができました。 

 本命の Leiden大学には２,３日目に訪問しました。まず、大学の構内の広さに驚きました。

大学なのか街なのか初めはよくわからず、２日間歩き続けてやっとわかりました。駅を降

りた場所から全て大学構内の様な雰囲気です。日本ではまずあり得ない光景でした。構内

には植物園があり、河が流れ、風車が回り、全てが広くて優雅な印象です。2015年世界の

人口密度ランキングではオランダ 16位(407.65人/km2)、日本 24位(335.86人/km2)で日本

より人口密度は高いはずなのに全くそれを感じさせない雰囲気がそこにはありました。ま

た、色々な場所で見かけたのですが、道路沿いにある小部屋で少人数の学生が講義を受け

ている風景も度々目撃しました。日本では大講堂にて授業を受ける光景がオランダでは全

く違い、新鮮でした。また、壁には松尾芭蕉の俳句や菅原道真の言葉など構内の様々な場

所で“日本”を見つけました。Leidenと日本の密接な交流を痛切に感じました。 

 オランダを訪問して今まで自分が知らなかった世界が見えて本当に勉強になりました。

喫煙率の高さ、自転車の利用率の高さなど実際にオランダに滞在しないとわからない現状

も把握する事ができました。今まで海外に対する不安感が強かったのですが、今回の経験

のおかげで海外留学への意欲の向上につながりました。まだまだコミュニケーション能力

が乏しい事も実感でき、さらなる努力が必要だと思いました。 

 この様な機会が無い限り自分では積極的に海外に行こうとは思わなかったと思います。

今後、留学に向けて前向きに準備を進めて行くのと同時に今後、自分の人生の中で様々な

海外経験を積んでいきたいと思いました。 

 

 



 

                            松尾芭蕉の俳句 

 

 

 

                   植物園の隣にあった菅原道真の言葉 



学外連携セミナー：ライデン大学研修 

 

ハイブリッド医療人養成コース 医学系大学院生 4年 谷口 大輔 

 

2015年 10月 5日から 10月 9日まで、オランダに訪問いたしました。 

まず、オランダのアムステルダムで開催されました、29th Annual Meeting of the 

European Association for Cardio-Thoracic Surgeryに参加致しました。当科からは、永安 

武教授が日本胸部外科学会のデータベースを用いた呼吸器外科医数と肺癌手術合併症率に

ついて、また松本桂太郎講師が 3D-CT画像を用いた腫瘍容量評価と病理学的因子の関係に

ついて、それぞれ oral sessionで、発表されました。私自身の発表はなかったのですが、学

会に参加させていただき、肺移植セッションやプレナリーセッション等に参加して参りま

した。当科ではもともと、諸先輩方が海外学会にも積極的に参加してこられていますが、

私自身、このような海外学会に参加することで、研究や臨床に対する意欲が大いに高まる

と実感いたしました。今後も積極的に海外学会へ参加していきたいと思っております。 

ついで、ライデンに移動して Leiden大学、LUMC（Leiden University medical Center）

をそれぞれ訪問いたしました。同学の Raap教授、Cock van der Velde教授、Beukers教

授との、留学生交換についてのミーティングと、その後の歓迎会に同席させていただきま

した。Leiden 大学のウェルカムな雰囲気と、君の英語は大丈夫だよという暖かい励ましの

お言葉に甘えさせていただき、無事自分としての（わずかな）役目は終了するとともに、

自分の今後の国際化に向けての大きな励みになりました。翌日には Beukers 教授の親切な

お気持ちに甘え、Leidenの街や大学などをご案内いただきました。Leiden大学の Defence

（学位審査会）が行われる部屋や、構内に設置されている植物園を見学し、日本とはまた

一味違った伝統や趣きを感じ、また日本の大学に通う大学院生として身が引き締まる思い

でした。LUMC は敷地面積や建物の大きさなど大変規模が大きく、それでいてかつ清潔感

があり、言葉が難しいですがシンプルに綺麗、であるともに、患者さんやそのご家族が病

院内でも快適に過ごすことができるようにカフェや売店などが適切に配備されており、こ

れまでに病院内では経験したことがない心地よさを感じ、大変印象深かったです。Leiden

大学に程近い JAPAN MUSEUM SieboldHuis（シーボルトハウス）という施設も訪問し、

Leiden と長崎のつながりを大いに感じさせられました。総じて、外国人にも優しく、景観

もきれいで、人々が穏やかで、大変良い印象を得ました。 

今回のオランダ訪問を通じて、大変良い経験と勉強をさせていただき、海外留学や、国

際学会に対する興味・意欲が大きく向上したように思っております。日常診療、研究や英

語の勉強のモチベーションアップへと大いにつなげ、今後の自分に生かしていきます。 

 

 

 



【29th Annual Meeting of the European Association for Cardio-Thoracic Surgery】 

 

【ライデン大学構内にて】   【Leidenにて、お世話になった Beukers教授と一緒に】 

 

【Leiden大学内にて、一緒に訪問させていただいた松本桂太郎講師と一緒に】 

 

 



学外連携セミナー：ライデン大学・デルフト工科大学 

 

ハイブリッド医療人養成コース 医学系大学院生 4年 武岡 陽介 

  

2016年 1月 31日から 2月 2日にかけてオランダに研修に行かせていただきました。 

到着当日より、現在、ライデン大学に留学中の大坪先生にお世話いただき研修を行いま

した。まず、ライデン大学メディカルセンター（LUMC）を訪問させていただき病院内、

外科医局を中心に見学させていただきました。病院内は広く、外観もさることながら美術

館のような作りになっており、ところどころに美術品、オブジェが展示されており、しか

も整然と美しい内観なことに感心しました。医局へ御案内いただき大坪先生の同室の先生

方とお話しする機会をつくっていただきました。柔和な雰囲気を醸し出す方々で、親切に

接してくださいました。また、非常に真摯に集中してデスクに向かわれている姿が印象的

で、個人的に刺激を受けさせていただきました。その後、イメージガイドサージェリーに

関する講義を LUMC の大学院生の方にしていただきました。実際の手術現場で癌部位の可

視化に成功されている動画、画像を見せていただき、大変驚きました。一次抗体、二次抗

体の選択、投与方法など詳しく教えていただき、非常に興味深く、聞かせていただきまし

た。シンプルかつ、具体的で見やすいスライドを作っておられ、その意味でも勉強をさせ

ていただきました。 

 

次に、デルフト工科大学へ訪問いたしました。デルフトではダンケルマン教授と面会さ

せていただき、ダンケルマン教授自ら、大学内を案内していただきました。また、デルフ

トで行われている、多方向に可動させられるカテーテルや、可動性の高い鏡視下用鉗子、

needle surgery、biopsy に用いる手術機器の開発に関する講義をしていただきました。研

究室に近接して手術器具が実際に制作できる工場があり、スタッフ、学生は、そこで制作

まで可能という設備があり驚きました。学生への講義は医療系と工学系が 50％ずつ行われ

ているという話もあり、学生時代からのプロフェッショナル育成にも力を入れられている

ようでした。自分もハイブリッド養成コースの一員として、今まで以上に意欲を持って手

術機器の製作やアイデアを創出しようという良い刺激を受けさせていただきました。 



 

3 日目には LUMC の研究室を見学させていただきました。そこには、大坪先生の同僚の

方々がいらっしゃいました。同僚の方々はみなさん、ヨーロッパ出身の方々で母国語と英

語を流暢に話されていました。自分もなんとかコミュニケーションをとるために、つたな

い英語で話をさせていただきましたが、優しく耳を傾けていただいたこともあり通じたの

はよかったのですが、自分の英語力のなさを痛感し帰国後も英語を頑張ろうという刺激を

受けました。また、ラボでは大坪先生の研究の一端を見学させていただきました。 

午後にはオランダシーボルト記念館に行かせていただきました。江戸時代にシーボルト

という人が、日本に与えた影響、日本に対して大きな愛情をいだいていた姿がよみがえっ

てくるような展示物の数々で、日本人の一員、長崎に住んでいるものの一員として感慨深

いものがありました。 

 

総じて、オランダで出会わせていただいた方々は、非常にはつらつと研究、臨床に従事

されている印象で、ざっくばらんに、お互いに話し合い、切磋琢磨されている姿に感銘を

覚えました。自分としても非常に良い刺激を与えていただきました。日々の自分の研究態

度等、反省すべき点が多々あり、これを生かして今後の研究生活を送りたいと思いました。 

 

 



 

 

学外連携セミナー：ライデン大学・デルフト工科大学 

 

ハイブリッド医療人養成コース 医学系大学院生 4年 橋本 泰匡 

 

この度、2017 年 1 月 30 日から 2 月 3 日まで、ハイブリッド医療人養成コースの学外連

携セミナーとして、オランダの Leiden大学、LUMC（Leiden University Medical Center）、

デルフト工科大学（Delft University of Technology: TU Delft）を訪問させていただきまし

た。 

 私自身、初の欧州であったので、期待と不安の入り混じった心境でした。渡欧当日、成田

空港から約 12時間のフライトを経て、アムステルダムのスキポール空港へ到着すると、当

科から Leiden大学へ留学中である大坪竜太先生が迎えに来てくださり、とても安堵いたし

ました。電車の乗り方、チャージの仕方など様々なレクチャーを受けている間にも、周囲を

行きかう人達は big で、さすが世界１位の高身長大国（平均身長男性 184cm,女性 171cm）

といった感じでした。 

 さて、スキポール空港から電車でわずか 20 分 Leiden city に到着すると、駅から目と鼻

の先の距離に LUMC は存在し、外観は非常にスタイリッシュで、内部には所々アーティス

ティックなオブジェが置かれており、日本では考えつかないようなお洒落な病院のように

感じました。LUMCでは、大坪先生のテーマでもある『image guided surgery』について、

ライデンの大学院生から講義をしていただきました。同じ大学院生という立場にも関わら

ず、総論から各論まで非常に分かりやすいスライドでまとまった講義でした。具体的には、

卵巣癌、乳癌、直腸癌、大腸癌肝転移において、薬剤と蛍光モニターを用いて術中のナビゲ

ーションを行い、癌手術の進歩を目指すといった内容や、胆道系、尿管に ICG などの薬剤

による術中ナビゲーションを行い、より安全な手術を目指すといった内容であり、外科医と

して非常に関心のある分野でした。今後の実験・臨床への何かの参考にできたらと感じまし

た。 

また、LUMCの Pathological Laboratoryでは、大坪先生が現在行っている実験の lecture

などをしていただきました。lunch timeには、その他の Labo のmember との交流があっ

たのですが、英語での雑談の難しさを痛感いたしました。時折、通訳をしていただきながら

の会話でしたが、非常に面白く貴重な体験となりました。 

 別日には、デルフト工科大学を訪問させていただきました。Leiden から Delft まで電車

で約 25分、駅からバスに乗るように指示をうけ、バスに乗ったもののデルフト大学のキャ

ンパスが広すぎて降りるバス停が分からなくなるというハプニングもありました。しかし、

Delftの方々の優しさに触れながら、何とか遅刻せずに Jenny Dankelman教授の元にたど

り着くことができました。Dankelman教授自ら講義をしてくださり、さらにその後たくさ

んの Laboの案内までしていただきました。鏡視下手術の精巧な鉗子の作製、カテーテル検

査・治療のための柔軟なカテーテル、疑似手術室、さらには自動車における自動制御システ



 

 

ムの実験など多岐に渡って実験をされており、Laboの広さ、スケールの大きさに感銘を受

けました。私自身、ハイブリッドのテーマで、内視鏡手術で使える精巧かつ柔軟な鉗子を作

製中なので、何らかのヒントにできればと思います。また、非常に精度の高いmetalの 3D

プリンターに関しては、純粋に羨ましい気持ちでした。その後、Dankelman教授から「Delft

の街並みは良いですよ。」という言葉をいただいたので、Delftの街に行くと、風情のある石

畳と運河沿いに様々な shopが立ち並び、広場には大きな教会のような建物もあり。とても

趣深く感じられました。Leidenにも同様の街並みがありますが、Leidenより少し規模が大

きく、より近代的のように見受けられました。と同時に、長崎にあるハウステンボスも良く

できているなとも感じました。 

その他、空いた時間を利用して、シーボルト記念館、美術館などにも訪れることができ、

とても有意義な時間を過ごすことができました。 

今回のオランダ訪問を通じて、英会話力の欠如を痛感し、特に speaking、listeningの重

要性を感じました。また、海外学会発表、海外留学の重要性なども感じることが出来、今後

の大学院生および臨床での生活に生かすことができればと思います。 

最後に、今回このような機会を与えていただきました Leiden 大学の Raap 教授、Cock 

van de Velde 教授、長崎大学腫瘍外科永安教授、長崎大学工学部山本教授に謝辞を申し上

げます。 

【LUMC内】 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

【TU Delft内 Dankelman 教授と】 

 



学外連携セミナー：デルフト工科大学 

 

ハイブリッド医療人養成コース 工学系大学院生 3年 近藤 睦浩 

 

平成 27 年 6 月 25 日から平成 27 年 9 月 2 日までの約 2 ヶ月間、学外連携セミナーの講

義の一環として、オランダのデルフト工科大学、Mechanical, Maritime and Materials 

Engineering（3mE）にて研修を行った。 

研修は、医工連携に関する研究プロジェクトに参加し、現地の博士課程学生が取り組ん

でいる研究の手伝いをする形で進められた。研修や研究の内容は、自分の担当すべき部分

が研修中の課題として与えられ、それをこなしつつ、週 1 回のミーティングを欠かさずに

行うことにより、着実に進めていった。 

研究目的は、人間の足首距骨にある欠陥を超音波を用いて発見するための新しい方法を

確立することである。私の担当は、専用の超音波シミュレーションのためのソフトウェア

を用いて、コンピュータ上での方法・システム・モデルの作成、検証と、ソフトウェアの

計算結果の整理と考察であった。具体的には、まず、専用のソフトウェアに距骨のモデル

図を作成し、それに境界条件等の設定を入力して、時系列の超音波の動きをシミュレート

する。その際、結果の数値データが、シミュレーションと同時にファイル出力される。次

に、出力された結果の数値データをプログラミング言語のＣ言語を用いて整理し、分散曲

線と呼ばれるグラフを描き、シミュレーション結果が妥当かどうか考察する。 

シミュレーションを行って研究課題を進めた結果、超音波で距骨の欠陥を発見する新し

い方法は妥当であることがわかり、現地、オランダのデルフト工科大学 3mEにて研究の成

果報告を済ませてから帰国することができた。この研修で得られた経験を、今後の研究開

発に活かしていきたいと思う。 

研修を行っている２ヶ月間、オランダで生活することで、オランダの文化に触れ、自分

の見聞を広めることができた。滞在していたデルフト工科大学の宿舎での毎日の生活に加

え、週末の空き時間を利用して、デルフトだけでなく、ロッテルダムやデン・ハーグなど

も見て回り、珍しいものや面白いものを発見することができた。この体験を通して、オラ

ンダの日本と似ている部分や異なっている部分を知り、ひいては、日本やオランダのよい

ところ、まずいところを考えるためのよい材料が多く得られたように思う。機会があった

ら、またオランダに行ってみたい。 

  



[オランダ・デルフト工科大学 3mE] 

  

[研修内容] 

  

 

[オランダ見聞] 

  



学外連携セミナー：デルフト工科大学 

 

ハイブリッド医療人養成コース 工学系大学院生 3年 朱 睿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2015年 10月から 12月までオランダで 3ヶ月間の海外研修を行った。滞在する間にデル

フト工科大学の 3ME (Mechanical, Maritime and Materials Engineering) 学部の研究室

に医療器機の開発について研修活動を展開した。そこで、研究室のメンバー達に色々と交

流し、3ME学部の歴史や雰囲気、研究のやり方、行動方針などを沢山勉強した。また、研

修中に英語での会話や、セミナーなどで立った言語環境のため、英語でのコミュニケーシ

ョン能力向上にもかなり感じした。 

休日にオランダの文化、風習などを体験し、当地の建物、お店、マーケットを遊覧した

上で、オランダ人の考え方などを理解して、今後のグローバル社会に出る時の助力となれ

る。 

 



 

 

今回の研修する内容としては、曲げる針とセットのコントロールシステムにて、針の先

端の曲げ角度をコントロールでき、設定とモニターリングしやすい GUIの開発である。 

元のシステムは、力をフィードバック出来るコントローラーを選定して、針の先端を完

全にマスター・スレーブ方式で動いた。従って、この行動式では、針の先端を確定な角度

で進行する場合、手元の操作がかなり難しく、時間と手間も掛かっている。この問題につ

いて、力フィードバックシステムを取り外して、針先端の曲げ角度を直接に設定し、モニ

ターリングできる GUIを課題として研究開発を行った。 

 



学外連携セミナー：ポルト大学研修 

 

ハイブリッド医療人養成コース 工学系大学院生 3年 吉田 衣里 

 

 学外連携セミナーを通して経験させていただける海外研修は、私がこの医工連携プログ

ラムを選択した大きな理由の一つであり、とても楽しみにしていた。過去における外国の

方との交流経験から、他国の方は基本的・習慣的な考え方や物の見方・着眼点が我々日本

人と異なることを感じていたため、そのような方々と研究者として各々の意見や考えを発

言し合い、議論し考察を深めてみたいという憧れを、修士学生の頃から抱いていたためで

ある。しかし大きな不安は、コミュニケーション能力・研究力・研究テーマの相性が主に

あった。英語力に関しては、研修先が決定する前から、いつ渡航が決まっても困らないよ

うに主に英会話を日々トレーニングした。研究力は自身の過去と現在の積み重ねを信じる

しかない。そしてテーマの相性に関しては、最終的には受け入れ先の意向次第ということ

になる。 

 ただ自分ができることを行っていた時、思いがけない機会と巡り合った。日本で開催さ

れる若手女性研究者向けの国際シンポジウムへの参加を誘われ、そこで私の研究テーマに

ついてもイントロや目的だけ紹介させていただいた。その際、シンポジウムに偶然参加さ

れていたポルトガル・ポルト大学の教授から、ぜひとも共同研究をしてみないか、という

お話をいただいたのだ。本当に信じられなかった。練習していた英会話のお陰で、何とか

今後の予定についても話をすることができ、最終的には長崎大学の先生方からも承諾を得

られ、渡航できることになった。 

 現地では、ポルト大学が外部の大学・研究機関とも連携して立ち上げた 1000人以上の研

究者・技術者が在籍する i3s研究所（Institute on Research and Innovation in Health from 

University of Porto）において、その 3 大グループの 1 つである INEB（Institute of 

Biomedical Engineering）のメンバーとして、半年間、研究させていただいた。私の所属

研究室である Biocomposites（生体複合材料）研究室は、工学・理学・医歯薬学など本来の

専門が異なる広い分野から集まった博士学生・ポスドクが多く在籍し、材料工学・細胞検

討を専門とする教授たちと共に、微生物学の知識も豊富なメンバーが揃っている。私のよ

うな他大学や他の国から来る研修生も多く、私の目的を達成するためには最高の環境であ

った。比較的新しい研究施設だが、ヨーロッパの中でもトップに加えられる研究機関らし

く、私の在籍の間にも他国の重鎮やスペイン国王などが共同研究会談や視察に来られてい

た。 

 このように研究環境は然ることながら、私が更にポルトガルを非常に好きになった理由

は、ポルトガル人がとにかく優しく・温かく友好的であることだ。困ったときには知らな

い人でも声を掛け合い助け合う。とにかく物事を明るく前向きに捉えるようにする。そし

て食事やワインもとてもおいしく、コーヒーは本場の濃いエスプレッソとすごく甘いパン



菓子。私が滞在したポルト大学の国際寮では、アフリカや南アメリカ・イランから来られ

た研究者が多く、日本では交流できないような人たちと喋り、料理を作り、文化や習慣の

違いを話したりジョークを言ったり、励まし合ったりする。旅行や現地のイベントに行け

ば、そこでさらに一般の（研究関係者でない）イギリス人やフランス人・ペルー人などと

も出会い、交流できた。 

 自分の人生にこのような素晴らしい体験が起こるとは思ってもいなかった、まさに奇跡

のような 6 カ月だった。日本のような島国で、外国の方と話をするということは、世界の

事を考える上でも非常に大切なことだと思う。そして外国に行ったからこそ、日本がどう

見られ、どういう国だと思われているのか、日本独特の文化や守りたい習慣・変えたい習

慣は何なのかを、他者が書いた文章や言葉からでなく自身の実感として納得し、思い直す

ことができる。学んでくること・感じることは人それぞれだと思うが、私としてはとても

掛け替えのない経験をさせて頂いたことに感謝しており、今後に活かしていきたい。 

 



学外連携セミナー：ライデン大学研修 

 

ハイブリッド医療人養成コース 医学系大学院生 1年 石井 光寿 

 

この度、ハイブリッド医療人養成コースの学外連携セミナーとして、デルフト工科大学

に引き続き、2018年2月19日から2月22日にかけてオランダのライデン大学およびLUMC

（Leiden University Medical Center）を訪問させていただきました。 

デルフトからライデンまでは鉄道でわずか 20分程の距離ですが、デルフトの街とはまた

違った趣がありました。駅を出るとすぐに大学構内へとつながっており、ライデン大学は

街に溶け込んでいる印象で、街は若い学生が多く活気に溢れていました。 

ライデン大学では Jos van der Hage教授の教室にお世話になり、Imaged guided surgery

を中心に勉強させていただきました。臨床と基礎とをうまく融合させており、とても興味

深い内容でした。現地の大学院生ともディスカッションする機会をいただきましたが、留

学生に慣れているのか、我々の拙い英語にも丁寧に耳を傾けてくださり、有意義な時間を

過ごすことができました。現地の大学院生は同じ大学院生とは思えないくらい知識も経験

も豊富であり、刺激を受けました。 

デルフト工科大学研修も含めてオランダ滞在は 2 週間弱ではありましたが、周辺の観光

も含めて、日本にいては味わえないとても貴重な経験をすることができました。この経験

を今後の臨床・研究に活かしたいと思います。 

最後になりましたが、今回このような貴重な機会を与えてくださいました、ライデン大

学では Jos van der Hage教授、長崎大学腫瘍外科永安武教授、長崎大学工学部山本郁夫教

授をはじめ関係の皆様に謝辞を申し上げます。 

 

【Leiden University Medical Center】 

 



 

 

学外連携セミナー：デルフト工科大学 

 

ハイブリッド医療人養成コース 医学系大学院生 3年 小畑 智裕 

 

ハイブリッド医療人養成コースの学外連携セミナーの一環として、2018 年 2 月 11 日～

24日の期間で、オランダの Leiden大学（Leiden University Medical Center）、デルフト

工科大学（Delft University of Technology: TU Delft）を見学させていただきました。 

オランダといえば、鎖国時代の唯一の貿易相手であり、明治維新の中心的な役割を担っ

た人物の多くが傾倒した学問（蘭学）の輸入元でもあり、長崎に住むものとしては非常に

身近に感じる国です。まず、デルフト工科を訪問しました。デルフトは「可愛らしい」と

いう言葉がぴったりの町でおとぎ話に出てきそうな街並みでした。陶器で有名な町ですが、

実はここにも日本との交流があり、江戸時代に貿易を通じて輸入された、日本の伊万里や

柿右衛門の絵付けを模倣することによって、デルフト陶器の繊細な模様が生れたそうです。

日本との交流の歴史を身近に感じることができました。 

デルフト工科大学の Jenny Dankelman 教授とは、昨年度に行われた医工連携のシンポ

ジウムで講演していただいた御縁で交流があり、非常にアットホームな雰囲気で我々を迎

えいれてくださりました。Dankelman教授自ら我々に医療機器開発に関しての講義をして

くださり、さらに施設の案内までしていただきました。先生の研究は、医療機器から自動

車の制御装置まで多岐にわたり、今でもなお精力的に研究を進められている姿に感銘をう

けました。今後の研究に対するモチベーション、開発のアイデアをいただけたように思い

ます。 

  

【LUMC前】 

 



ライデン大学訪問 

 

コーディネーター（医歯薬学総合研究科担当） 高木 克典 

 

 医工連携と一口に言へども、その内容は多様で、非常に複雑である。医薬品開発にしろ、

医療機器開発にしろ、立案から設計、試作、効能・性能の確認、医療機器認可取得、量産、

販売、市販後調査、改善、様々な越えるべきハードルを段階的に越えていかねばならない。 

 医療機器開発でも、人体での使用、実臨床への応用で性能を評価しなければならないが、

日本はいわゆる医薬品の“治験”において欧米諸国に相当な後れを取っている。抗がん剤

等も実は日本で開発されたものが少なくないが、欧米諸国で治験を行い、市販された後、

日本へ導入されるのでいつも欧米諸国の後塵を拝することとなるのが現状である。 

 医工連携の医療側が主に活躍するであろう本分野を、欧州でもかなり先進的に取り組ん

でいるライデン大学ではどのように実践しているのか、また、ライデン大学での医工連携

の現状はどうなっているのかを探るため、今回の学外セミナーを開催することとした。H26

年 2 月 11 日-15 日、駆け足であるが、ライデン大学と関連 1 施設、4 企業、ライデン市長

を訪問、各施設で説明を受けるとともに、今後のライデン大学と長崎大学の連携について

話し合った。2月 12日午後、CHDR（Center of Human Drug Research）-Dr. Wolf Ondracek 

(Director Business Development) -Dr. Robert Rissmann (Education Director)。 

 ライデン大学は周囲に企業が集中し、治験センター等の関連施設も併設され、バイオサ

イエンスパークという、ライデン大学都市のような地域を形成している。ライデン大学は

歴史が古いことも関係するが、最先端の研究を行う大学の近くに社屋があることは、企業

にとってもかなりのメリットがあるようだ。日本では東京大学周囲に医療関係の会社が多

く、また、神戸でも研究施設と企業が隣接する地域づくりにかなりの資本が投下されてい

るが、このバイオサイエンスパークが草分けといえよう。 

 CHDR はその名の通り、治験のための施設で、新薬の、主に I 相試験を担当する。内部

に入院施設を持ち、主にボランティアの健常人で新薬を試すことになる。危険度が高い薬

となると、賃金も発生するようだ。ハイブリッド医療人育成コース履修科目「海外連携セ

ミナー」における学生の留学先と考えているため、まず訪問した。会議では本プロジェク

トの趣旨と学生受け入れの可否についてプレゼンテーションを行ったが、良好な反応が得

られ、留学準備を進める運びとなった。 

 2月 13日午前 HAL Allergy  -Dr. Ir. P. H. (Harry) Flore (Chief Executive Officer) 

上記企業はアレルギーの診断と治療を行う会社で、特に減感作、脱感作療法を得意とする。

アレルギー市場今後も拡大し続けていく、有望な分野であり、本プロジェクトとコラボレ

ーションができないか検討することとした。 

 午後、Sieboldhuis  -Ms. Kris Schiermeier (Director, Sieboldhuis Museum)、Leiden 

University Facilities、Leiden City - Dr. Henri Johan Jozef Lenferink (Mayor, Leiden 

City)。 



天皇陛下も訪れたことのある、長崎とゆかりのシーンボルトの記念館である。彼が日本滞

在中に収集した江戸時代の様々な物が解説付きで展示されていた。また、ライデン大学内、

医学部附属病院内も視察した。卒業面接室の控室にある、1800 年代の学生達の落書きには

歴史の長さを感じた。ライデン市長との会談では我々を歓待していただき、ライデン市の

成り立ちについて詳しく教えていただいた。 

 2 月 14 日午前 To-BBB -Dr. Pieter J Gaillard (Founder, Chief Scientific Officer) 

-Dr. Marco de Boer (Head of Research) 

 社名の通り、blood-brain-barrierの研究で世界を牽引する会社で、ライデン大学の Leiden 

Academic Center for Drug Research (LACDR)から派生した会社で、産学連携の一端が垣

間見えた。 

午後 Astellas -Mr. Junichiro Ono (Executive Director, Integration) -Dr. Cas van den 

Beld (Director Bioanalysis EU)  -Dr. Tom de Vringer (Scientific Director)  -Ms. 

Barbara van Slooten (Manager Communications) 

世界的に有名な製薬会社のヨーロッパの基点である。広大な敷地にモダンな内装の建物が

建っている。研究分野、取り扱う薬品量も多く、本プロジェクトとコラボレーションを模

索することとなった。 

 帰国に際しては大雪で、航空機が欠航となり、波乱もあったが、世界の医工連携、産学

連携の現状みる良い機会となり、本プロジェクトにかかわるすべてのメンバーのモチベー

ション向上につながった。 

   



ライデン大学での研修 

 

ハイブリッドコーディネーター（医歯薬学総合研究科担当）大坪 竜太 

 

2016 年 10 月から 2017 年 9 月までの 1 年間、オランダ ライデン大学（Leiden 

University Medical Center、図 1）に留学してまいりましたので、簡単ではございますが

報告申し上げます。 

ライデン大学は 1575 年創立のオランダ最古

の大学で、日本に西洋医学を広めた一人であ

るシーボルト医師が学んだ大学である事や世

界最古の日本語学科などが有名です。オラン

ダは長崎とは異なり国土の大半が干拓地であ

るため平坦で、駐輪場や自転車専用レーンな

どのインフラが整備されているため、自転車

が非常に便利です。また、多様性を受け入れ

つつ規律を守る国であり、人種差別を感じる事はありませんでした。 

研究は、蛍光色素（近赤外線）や放射性同位元素を用いて癌を手術

中に可視化し、安全かつ確実な手術を行う事を目的とする Image-guided surgery（IGS）

に関するものです。これまでライデン大学では肝臓や大腸領域での IGS は数多く研究され

てきましたが、今回私の専門の一つである乳癌での IGS を立ち上げるための基礎研究を行

いました。乳癌の中でも HER2 陽性乳癌は予

後不良で、病変の範囲を術中に同定する事が

難しいとされています。この HER2 陽性乳癌

の細胞膜上には HER2 蛋白が多く発現してお

り、これに対するモノクローナル抗体である

Trastuzumab（Tmab）に蛍光色素を結合さ

せた tracer を用いた研究が計画されました。

しかし、HER2 陽性乳癌は術前に Tmab を投

与する事が多く、Tmab を用いた tracer は術

前に投与された Tmab による受容体の占拠

（masking）や受容体の細胞外成分が切断される

shedding により HER2 受容体への結合が阻害される事が予想されました。そのため

Tmab とは異なるエピトープを持つモノクローナル抗体である Pertuzumab であれば、術

前に投与された Tmab による masking や shedding による影響を受けないという仮説のも

図 1：LUMC の外観 

図２：Image-guided surgery の術中画像 



とに、免疫染色とフローサイトメトリ

ー(図 3)・蛍光顕微鏡(図 4)による in 

vitro 実験を行いました。免疫染色で

は Pertuzumab の有用性と仮説を証明

できませんでしたが、in vitro では仮

説を証明できました。この基礎実験に

関する論文の draft を書き上げ、最後

にマウスを用いた in vivo 実験を計画

しましたが、残念ながら 1 年という短

期間では完遂できませんでした。この

実験はライデン大学の大学院生に依頼

して帰国し、今後この結果を追加して投稿します。これに加えて HER2 陽性乳癌の IGS

に関するレビューを執筆し、draft を完成させています。 

これらの成果を基に科研費の申請を行い、当院での実験とライデン大学との共同研究を

継続します。また、IGS だけでなく、ライデン大学と当院の間で加齢に関するコホート研

究、リウマチ疾患、熱帯医学の分野でもコラボレーションを計画しており、将来的には大

学院レベルでの交換留学プログラムの設立を目指します。 

 

 

図 3：フローサイトメトリーによる masking effect の評価 

図 4：蛍光顕微鏡による masking effect の評価 



Working in the hybrid program at Nagasaki University. 

 

Abdelmotagaly Elgalad MD, PhD. Texas, USA 

During my undergraduate Study of medicine, l was thinking about the necessity of 

studying engineering for medical students and maybe that's why I chose surgery as a 

specialty " Great surgeon is first a great technician". 

 

When I visited Japan, and joined the work as a visiting researcher in Medical-Engineering 

Hybrid Professional Development Center, Nagasaki University, I was so happy to see this 

direct collaboration between Medicine and Engineering and formulation of this interaction 

into the progress of biomedical sciences that serve the patients in an optimistic way. The 

center is equipped with all the facilities that helps to push the field of regenerative medicine 

by enhancing creativity, connectivity and making things possible. 

 

I noticed important thing in the staff working with me in the hybrid center, that although 

they are busy with the clinical duties, they also give their time to the ongoing research and 

I think that is because they believe that research could benefit their patients and find the 

solution for difficult clinical scenarios that we are facing every day in our clinical work and 

at the same time benefit the surgeon by making it easier to do an operation with the help of 

a smart engineer and device. 

 

I really thank all the staff working in that center, I appreciate their support during my 

stay in Nagasaki. 

I send them my words from the 

bottom of my heart on the occasion 

of 5th anniversary of the hybrid 

center, you are the best who I have 

worked with during my scientific 

trip all over the world, continue 

your efforts to progress and make 

the future bright and beautiful. 

 

Wish to see you all again. 



 





研究について 

 

コーディネーター（医歯薬学総合研究科担当）松本 桂太郎 

 

大学院生および学部生は、研究課題を通じて、医工連携を具体的に学んでい

くことを目的としている。研究全般は、私が当初より担当し、大学院生の研究

課題のテーマを抽出してきた。ただ、はじめは慣れずに、課題を見つけること

も非常に困難であったが、時間とともにいろいろな研究が進んでいき、アイデ

ア会を発足させることで、学生からのいろいろなアイデアも出てくるようにな

った。現在も、外科医としてのアイデアが多いが、特許、論文へとつながりつ

つある。 

紹介するテーマおよび内容は、特許との関係で、すべてを記載することがで

きないのが残念であるが、その一部はご覧いただけると思う。学生も工夫を凝

らし、アイデアを研究課題として解析、改良、製品化できるように、努力をし

ている様子を垣間みることができると思う。 

これらの研究に関して、ご意見や新しいアイデアなどをいただけると、より

このプログラムが広がっていくと考えている。 

 



把持力、操作性に優れた医療用サメ肌摂子の開発 

 

ハイブリッド医療人養成センター長 永安 武 

【背景と目的】 

医療用摂子に外科医が求める性能には、①肺や腸管など表面が滑りやすく不安定な臓器をし

っかりかつ愛護的に把持できる、②肺表面などを覆う薄い胸膜をピンポイントで把持し、電気メスに

て切離することで、その背面に存在する血管などを露出できる、③血管鞘と呼ばれる血管表面の

薄い膜を確実に把持し、これを軽く牽引しながら切離することで血管を損傷することなく露出できる、

などがある。これら以外に、先端部への血液付着による操作性低下の抑制、ラテックスなど手術用

手袋を装着した場合の操作性の維持（持ち手の部分の握りやすさ）、長時間の手術を想定した場

合の適度な重量、臓器を愛護的に扱うことが可能か、なども必要な性能である。すなわち外科手術

において使用する医療用摂子は、その把持力や操作性に優れていることが重要である。 

今回、工学研究科山本郁夫教授らとの共同研究により、先端および把持部をサメ肌模様に加工

した医療用摂子を開発し、その性能に関する評価実験を施行した。 

【対象と方法】 

既に市販されているA社と S社の摂子、そして今回開発したサメ肌摂子（HBR-1）をいずれも同

一規格（先端 2㎜、全長 24cm）に揃え、この 3者を用いた比較評価を行った。 

１）ビーズ移動実験： 対象は、年齢 23 歳～53 歳までの医師 24 名（卒後臨床研修医 9 名、外科

医 15名）、医学生 6名の計 30名で、性別では男性 21名、女性 9名。 

被験者は 3 個のビーズを凹型左皿から右皿に一旦移動した後、すぐに左皿に 3 個全部を戻すま

での時間を計測し、ビーズを皿外に落とした場合、元の皿に手で戻した。この操作を被験者がA社

→S社→HBR-1→A社→S社→HBR-1 の順に 3摂子について 2回ずつ行った。 

２）大動物手術：ブタを用いて胆嚢摘出術や腸管剥離などの開腹手術操作を 5 名の外科医に行っ

てもらい、各摂子の使用感についてアンケート調査した。評価項目として、摂子の握りやすさ、臓器

の把持しやすさ、膜（胸膜、血管鞘など）の把持しやすさ、血液付着の程度、把持による臓器傷害

の程度を各々5段階評価（１不満、2やや不満、3普通、

4やや満足、5満足）した。 

【結果】 

ビーズ移動実験においては、HBR-1 において、他の

摂子よりも有意差を持って短時間での移動が可能であ

った。ブタを用いた動物実験における評価項目のいず

れにおいても、HBR-1 は使用した外科医にとって満足

度を得られる結果となった。 

【結論】 

サメ肌摂子が既存の手術用摂子と同等か、それ以上

の満足を得られる把持力や操作性を持った摂子である可能性が示唆された。 

































バイオ 3Dプリンティング技術による気道再生 

Scaffold-free trachea regeneration by tissue engineering with bio-3D- printing 

 

ハイブリッド医療人養成コース 医学系大学院生 4年 谷口大輔 

研究指導者：松本 桂太郎 研究協力者：松尾 直門 

 

気道再建外科領域においては様々な試みが成されてきているが，現状では難しい治療の一

つである．近年，気道再建外科領域における再生医療（tissue engineering）が注目を集めて

いる．これまでの気道再生の報告では，足場(scaffold)を必要とするものが殆どであった．し

かし，scaffold の使用は，感染のリスクや，生体適合性の低下，経時的な劣化変性などの問

題も有している．この問題の解消のため，我々は細胞を凝集させた細胞塊（spheroid）を用

いたバイオ 3Dプリンティング技術を，気道再建に活用する研究を行ってきた． 

これまで様々な研究を行ってきたが，私の主な研究テーマとして，アニマルモデルを用い

た気管移植の研究を行った．モデル動物としてラットを選択し，軟骨細胞，間葉系幹細胞な

どを cell sourceとして，バイオ 3Dプリンターによって気管様三次元構造体を作製した．シ

リコンステント補助下にこれらをラット気管に移植し，feasibility や移植後の組織学的変化

などを解析した．結果，scaffold-free の三次元構造体は気管移植に耐えうる強度を示し，さ

らに移植後の vasculogenesis や chondrogenesis が確認され，気管再生の可能性が示唆され

た．本研究は将来的に自己細胞のみでの移植片作成を実現する可能性を有し，臨床応用へと

つながることが期待される．本研究の成果は，Interactive CardioVascular and Thoracic 

Surgery へと投稿し，受理された．今後は臨床応用に向け，大動物を用いた研究などに進め

ていきたい． 

【バイオ 3Dプリンター（Regenova®）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

（論文）Daisuke Taniguchi, Keitaro Matsumoto, Tomoshi Tsuchiya, Ryusuke Machino, 

Yosuke Takeoka, Abdelmotagaly Elgalad, Kiyofumi Gunge, Katsunori Takagi, Yasuaki 

Taura, Go Hatachi, Naoto Matsuo, Naoya Yamasaki, Koichi Nakayama, Takeshi 

Nagayasu：Scaffold-free trachea regeneration by tissue engineering with bio-3D printing，

Interactive CardioVascular and Thoracic Surgery (2018) 1–8 ORIGINAL ARTICLE 






























































	表紙A4
	report

